



Development of Squid Fishery and it’s Processing in Nagasaki Prefecture
before the World War II
Chikashi KATAOKA
This paper describes the historical progress of squid fishery and it’s processing, which played an important role
in the coastal fisheries by using small investment and low technology.  Isolated and especially abundant resource
areas of Nagasaki Prefecture is focused in the paper.  Most of squid was captured by angling, processed in sun drying
and then further exported to China.
Before the World War II, squid industry was divided into four categories according to its period.
(1) Feudal era: The shogunate designated dried squid as a barter commodity of Chinese trade at Nagasaki port, the
only one trade port in that period.  Most of dried squid was produced in Nagasaki area, and the maximum annual
export was 30 tons.
(2) Meiji era: Since there was a free trading policy, export of dried squid was remarkably increased and it’s risen
price stimulated squid industry to produce more.  It occurred in the manner of immigrants from other prefectures, an
increasing of engaged fishermen, a technical progress in both fishing and processing, and a division of work.
Production of dried squid increased up to 1,000 tons in the late of this period.
(3) Taishou era: Squid industry reached the highest level before the World War II.  Dried squid was produced
between 1,500 - 3,000 tons.  This situation was caused by an introduction of kerosene lamp, attractive high price
during the World War I, and the availability of rich resources.
(4) Shouwa era: Fishing boats became motorization and electric lamp was also introduced.  In the meantime, the
world economic recession and the Chinese boycott to buy Japanese goods against the continuous invasion of Japan
resulted in diminishing of squid industry.  The dried squid production was down to 550 - 1,300 tons while squid
industry was controlled by the government during the wartime.
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Ⅰ．イカ漁業の特徴と展開過程
１．長崎県のイカ漁業の特徴
本稿は，近世から第二次世界大戦に至る長崎県のイカ漁業
とスルメ加工の歴史を整理したものである。戦前の長崎県の
イカ漁業，スルメ加工には４点の特徴が指摘される。
（１）イカ漁業は漁業全体のなかで重要な位置を占めた。戦
前のイカ漁業は沿岸操業に限られ，しかもイカの漁獲はほと
んどが釣りによるものである。長崎県近海はイカの主漁場で，
県外からの入漁者や移住者も多く，その入漁者や移住者によ
ってイカ釣りもスルメ加工もリードされた。長崎県の全漁獲
高に占めるイカの割合が高いだけでなく，沿岸漁業として営
まれたことから経営体も多く，漁獲されたイカのほとんどが
スルメに加工されたので，その従事者も多い。イカ釣り，ス
ルメ加工は沿岸漁業，漁村を下支えした産業であった。
（２）長崎県のイカの種類別漁獲量はスルメイカが最も多く，
次いでケンサキイカである。漁業技術の発展とともにやや沖
合性のスルメイカの割合が高まり，主産地も北松や五島から
対馬，壱岐へ移動していく。それでも長崎県は他府県に比べ
るとケンサキイカの割合が高く，両種の漁期が異なることか
ら両種を組み合わせた周年的操業，専業的経営が多いという
特徴が生じた。
（３）漁業技術・加工技術が未発達であった。戦前のイカ漁
業は釣りが主体で，釣りも手労働によって１尾１尾を釣獲し
た。漁船の動力化や集魚灯の開発によって漁獲能率が向上し
たものの，日帰り操業で，鮮度を保つための氷を使わず，ま
た集魚灯の光力も限られていた。スルメ加工は付加価値が小
さく，漁労と加工・販売との分業は進むが，加工自体は手労
働であり，製造能力は低く，天日乾燥を基本とした。雨天や
大漁のとき，室内で炭火乾燥が行われたに過ぎず，機械化さ
れなかった。
（４）長崎県は，その地理的条件や歴史的条件からイカの生
食用は少なく，ほとんどがスルメに加工され，さらにその大
部分が主に長崎港から香港・中国向けに輸出された。スルメ
は，長い間，輸出高の多い海産物であった。輸出先は香港・
中国であり，在留中国商が輸出を担当したことから，日本と
中国の関係によってその貿易も大きな影響を受けた。
戦前の沿岸漁業は，大型定置網やまき網などを除けば，生
産力の低い多数の漁家経営によって営まれた。零細な沿岸漁
業，あるいは漁村については資料が残らず，その実態が不明
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なことが多い。イカ釣り，スルメ加工もその例外ではないが，
長崎県のイカ漁業は輸出に特化した産業であっただけに，そ
の発展期である明治期に，重要な輸出品であることに注目し
た調査報告書がいくつか刊行されている。そうした資料をも
とにイカ釣り，スルメ加工，スルメ輸出の実態に迫り，沿岸
漁業，漁村の構造解明の手がかりとしたい。戦後のイカ漁業
の展開については別稿を期したい。
２．イカ漁業の展開過程
近世から第二次大戦までのイカ漁業，スルメ加工・流通を，
近世，明治期，明治末から大正期，昭和戦前期の４期に分け
る。こうした時期区分はいささか機械的に過ぎるが，資料が
限られていること，水産統計のとり方の変化に対応したもの
であり，近世は俵物生産，明治期は日清・日露戦争，大正期
は第一次世界大戦，昭和戦前期は満州事変や日中戦争といっ
た時代画期を含んでいて，輸出産業の時期区分としては容認
されるであろう。以下，時期区分ごとの要約である。
（１）近世
イカ漁業は，幕府が統制する清国向けスルメ（俵物の一種）
輸出を目的として成立しており，スルメの集散地は当時，唯
一の貿易港であった長崎港である。しかし，スルメの輸出量
は最大でも30トンに満たず，さらに輸出量の全てが長崎（肥
前）産ではないから，長崎のイカ漁業，スルメ加工の生産力
は非常に低かった。
幕末の開港によって自由貿易となったことでスルメ価格が
上昇すると，漁獲量，製造量，輸出量が大幅に増加した。イ
カ釣り，スルメ加工の中心地は，平戸，五島，壱岐，対馬で，
ケンサキイカ，ケンサキスルメが特徴であった。
（２）明治期
明治期になると，長崎港からのスルメ輸出は爆発的に増加
し，海産物輸出のなかで最大品目となった。輸出の増加に刺
激されて，イカの漁獲量，スルメ加工量が急増し，明治後期
にはスルメ生産量は1,000トン，金額にして50～60万円に達
した。
イカ産業の発達は，イカ釣り具の改良，県外船の対馬など
への入漁，県外船の入漁やスルメ製造人・仲買人の移住に刺
激された地元民の就業，スルメ加工技術の改良，漁労と製
造・販売の分化によってもたらされた。地域別では明治中期
には対馬が最大の産地となり，イカの種類はスルメイカ，ス
ルメはスルメイカスルメが主体となった。
しかし，粗製乱造に陥ったことで，明治後期になると水産
組合による製法の改良・統一が進められたが，製品のバラツ
キは多かった。スルメは，各産地から長崎港の荷受け問屋
（貿易商），在留中国商を経て輸出されたが，明治後期には神
戸港経由も現れてくる。スルメの流通経路を逆流して，長崎
港の荷受け問屋から産地製造人・仲買人へ，仲買人から製造
人・漁民への仕込み金融が行われた。
スルメの輸出先は香港・上海であったから，中国北部が舞
台となる日清・日露戦争などによる影響は比較的少なかっ
た。長崎県のスルメ生産が全国に占める割合は，量は８～
17％，金額は11～21％である。
（３）明治末から大正期
イカの漁獲高，スルメの加工高と輸出高は戦前期のピーク
となった。イカの漁獲量は年次変動が大きいが，4,000～
11,000トンとなり，スルメ生産量も1,500～3,000トン，その
金額は200万円台を記録する。この時期，集魚灯は篝火に代
わって石油灯・アセチレン灯が普及した。
第一次大戦末期の魚価の高騰がイカ産業の興隆をもたらし
たが，中国の排日貨運動もあり，輸出が不安定となり，長崎
港からの輸出は大幅に減少した。長崎県のスルメ生産高が全
国に占める割合は，金額で17～26％と高まったが，大正末に
は低下し始めた。
（４）昭和戦前期
昭和恐慌期に漁船の動力化が広がり，電気集魚灯が使われ
るようになって，漁業生産力が高まった。スルメの輸出高は，
昭和恐慌，満州事変，日中戦争，排日貨運動によって減少し，
加えて資源の減少もあり，イカ漁業が停滞する。輸出港とし
ては神戸港が多くなり，またイカの生鮮出荷も増え始めた。
戦時統制期には県が主体となったスルメの製品検査が行わ
れるが，太平洋戦争の勃発でスルメの輸出は全面停止となり，
イカ産業も統制下に置かれる。
この時期，イカの漁獲量は2,200～4,800トン，スルメ生産
量は550～1,300トン，同金額は40～110万円に低下した。と
りわけ，昭和恐慌期にスルメの単価は半値となった。長崎県
のスルメ生産量が全国に占める割合は，昭和９年までは５～
10％にまで低下するが，その後はやや復調している。
３．イカの種類と呼称
本論に入る前に，関係するイカの種類とその呼称について
説明しておく。イカの呼び名は非常に多く，同じ呼び名であ
っても地方によって対象とする種類が違うことがあるし，時
代によって呼び方が変わったりして，混乱を招きやすいから
である。
本稿でしばしば登場する種類は，コウイカ目ではコウイカ，
ツツイカ目ではジンドウイカ科（ヤリイカ科）のアオリイカ，
ヤリイカ，ケンサキイカ，ブドウイカ，アカイカ科（スルメ
イカ科）のスルメイカである１）。長崎県で漁獲がとくに多い
のは，スルメイカとケンサキイカである。
コウイカはマイカと呼ばれることがあるが，本稿ではコウ
イカという。アオリイカはミズイカ，モイカ，バショウイカ
とも呼ばれるが，本稿ではミズイカという。ヤリイカはササ
イカ，シドイカ，アカイカ，トンキュウといった異名をもち，
ケンサキイカと混同されることも多い。長崎県での漁獲は少
ないが，ササイカと呼ぶことにする。ケンサキイカはスルメ
イカ，アカイカ，ヤリイカ，マイカ，一番イカ，夏イカ，昼
イカと異名も多いが，本稿では一番イカ，あるいはケンサキ
イカと呼ぶ。ブドウイカ（シロイカ）はブト，秋ブト，10月
ブトとも呼ばれるが，本稿ではそのままブドウイカと称する。
スルメイカはマツイカ，ガンセキ，マイカ，ツシマメ，二番
イカ，秋イカ，冬イカ，寒イカとも呼ばれるが，本稿では二
番イカ，あるいはスルメイカと呼ぶ２）。
一番イカと二番イカはスルメの呼称である一番スルメ，二
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番スルメに対応した呼び名であり，スルメ製品名との関連で
ミズイカとササイカは標準和名ではなく俗称を使う。厳密に
は一番スルメにはブドウスルメ，ササスルメを含む。一番，
二番と番建てで呼ぶのは，俵物時代からの伝統に基づいてい
る。季節の入ったイカの呼称はその漁期からきたものであり，
昼イカは昼でも漁獲されるので，その名がついている。
Ⅱ．近世―俵物生産と貿易―
１．スルメの清国輸出
近世における長崎（肥前）のイカ漁業，スルメ加工に関す
る資料はほとんどなく，その実態が不明なので，先に唯一の
貿易港であった長崎港からのスルメ輸出についてみておく。
スルメの輸出はすべて清国向けである。いうまでもなく，長
崎港からの輸出といっても，その全量が長崎で生産されたわ
けではない。
元禄11（1698）年に幕府が清国向け貿易品として俵物三品
（フカヒレ，干ナマコ，干アワビ）とスルメを含む諸色海産
物を指定した（以下，スルメも俵物として記す）。支払い手
段として銅の大量流出に代わって主要な輸出品であった海産
物が指定されたのである。したがって，スルメの輸出もそれ
以前からあったことになる。当初，価格統制はなかったが，
宝暦（1751～63年）中期に公定価格となり，それが幕末まで
固定される。
貿易機構として長崎奉行所の所管として長崎（俵物）会所
が設けられたが，延享２（1745）年から長崎俵物請方商人に
よる全国集荷が実施され，天明４（1784）年には再び長崎会
所の直轄集荷となり，幕末（慶応元年）まで続く。この間，
清国貿易は，貿易総額，長崎入港隻数が徐々に制限，縮小さ
れている。
スルメの輸出高が判明しているのをあげると，宝暦13
（1763）年から天明４（1784）年までは，年次変動が大きい
ものの，2,000～50,000斤（１斤は600g，したがって1.2～30
トン）で推移し，文化２（1805）年からは12,000斤以下とな
り，ゼロの年もあって，請方商人時代よりも減少している。
その後，天保４（1833）年までは5,000～18,000斤で，50,000
斤の年もあり，請方商人時代なみに回復している。
安政６（1859）年に長崎港以外も開港され，一部，俵物の
自由売買も行われるようになって価格が高騰した。慶応元
（1865）年に幕府は俵物の自由売買を認め，長崎会所の俵物
の独占集荷，中国船による独占輸出を廃止した。以後，スル
メは清国向けであることに変わりはないが，中国船による輸
出が激減し，欧米船による輸出が激増する。幕府統制を解除
した慶応元年を境にスルメの価格は２倍近くに高騰してい
る。
安政６年から明治２年に至る長崎港からのスルメ輸出高
は，5,000～8,000ピクル（１ピクルは100斤，したがって300
～480トン）となり，以前と比べて激増している。この他，
函館港（箱館港）からのスルメ輸出もあった３）。
幕府は，清国の政情不安（欧米列強の中国進出）により，
俵物貿易が高級品の干ナマコ，干アワビが減少し，かわって
大衆品のスルメが伸びていたので，弘化２（1845）年に隠岐，
嘉永元（1848）年に平戸，唐津，壱岐，対馬，五島の西海地
方でスルメを俵物に繰り入れている。隠岐のスルメは二番ス
ルメで，量が多かったので，漁模様によって違うが，請負高
が課された。西海地方のスルメは一番スルメで，請負高はな
いが，領主への献上，年貢用を除いてすべて長崎会所に引き
渡すよう下命された。スルメは，俵物三品と違い，固定価格
での集荷ではなく，価格が上昇して，生産高，輸出高が急増
した４）。
２．イカ釣り漁業とスルメ加工
近世の長崎のイカ漁業，スルメ加工についてはほとんど不
明なので，全国的な状況を含めて述べておく。
１）イカ釣り漁業
全国的には，イカは，コウイカを網で漁獲する以外は釣り
で漁獲した。釣りにも手釣りと竿釣りがあるが，手釣りが主
体で，盛んに釣れると竿釣りとすることが多い。釣りでは夜
間に篝火を焚くことが多いが，篝火を使わないこともあっ
た。
スルメイカ（二番イカ）については佐渡が先進地で，その
漁具漁法は，明治に入って北海道を始めとする全国各地に伝
搬し，改良されていく。佐渡では，漁具は「ソクマタ」，「ト
ンボ」，「ツノ」の３種を備えていた。「ソクマタ」は手釣り
用具で，天秤仕様である。小鉄棒に餌としてイカ肉を括り，
その先端が群針（真鍮製の釣り針10本）となっている。海底
のイカを釣りつつ，浮上させる。「トンボ」は竿釣りで，釣
り糸の途中に陶器かアワビ貝を付けてイカを誘引し，釣り糸
の先端につけた紡錘形の錘（鉄ないし鉛製）と群針（10本）
で中層のイカを釣る。「ツノ」は柄の先が二股状になった竿
で，真鍮棒にイカ肉をまき，その先端が群針（12本）となっ
ている。１人で２本の「ツノ」を操作（したがって糸は４本）
し，表層のイカを釣る。漁船に４人が乗り，各々が「ソクマ
タ」，「トンボ」，「ツノ」をイカの水深に応じて使い分ける。
夜釣りで，中秋には篝火を使用する。
古くは「トンボ」，「ツノ」の２種類であって，深いところ
のイカは釣れなかったが，享和元（1801）年に「ソクマタ」
が考案された。文政12（1829）年には麻糸に代わってテグス
が使われ始めた。「ツノ」が二股になったのは，天保年間
（1830～43年）以降のことである。
３種類の釣り具を備え，１人で２本の「ツノ」を使うのは
佐渡だけで，他の地域では「タラシ」，「コンガラ」とよばれ
る２種類であった。「タラシ」は「ソクマタ」，「コンガラ」
は「トンボ」に類したもので，「ツノ」を欠いていた。
西日本に多いケンサキカイカについては，伊予や豊後が先
進地であった。伊予の例でいうと，夜釣りだが，篝火を使用
していない。釣り糸は麻製で長さは18尋，これにテグス２～
３尋を繋ぎ，先端は鉛製の魚形を錘とし，尾のところに群針
（真鍮製８～10本）を括っている。魚形には鳥の羽で鰭を作
り，魚体には漆を塗る。錘の重さなどは季節によって違い，
150 片岡千賀之：戦前における長崎県のイカ釣り漁業とスルメ加工の展開
表面を春は白金巾で，夏秋は多色の絹で包み，冬はイカ肉を
巻きつける。漁船に２～３人が乗り，夕方に出航し，海底近
くのイカを中層（７～８尋）に浮上させて釣る。豊後では，
闇夜には篝火を使うが，月夜では使わない。漁具は，伊予の
ものとほぼ同じである５）。
ミズイカ釣りは薩摩が先進地であった。船を漕ぎながらの
竿釣りであり，餌木（擬餌針）を用いた。享保年間（1716～
36年）には薩摩および周辺国にすでに魚形，エビ形の２種類
の餌木があったが，明治以降はエビ形のみになった。木製の
餌木を火に焙って斑紋をつけたり，真っ黒に燻した。尾端の
群針（真鍮製で８本）は１段針と２段針があり，沈子として
腹部に通貨を埋め込んでいる。天明元（1781）年に壱岐，対
馬，肥前などから餌木の注文を受けたとされ，長崎にも改良
漁具が導入されている６）。
近世後期には他国から対馬への釣り入漁が始まっている。
すなわち，文化年間（1804～17年）に安芸・向洋の一本釣り
漁師が進出し，数年後に長門の漁民も入漁した。しかし，定
住者は極めて少なかった。土地所有が認められず，釣った魚
は厳原の問屋を通じて他に移出する以外になかったからであ
る。
天保９（1818）年，厳原に入港した他国漁船は500隻に上
るが，これらは厳原の問屋と契約しなければならなかった。
問屋は藩に願い出て，適当な浦の漁権を獲得し，そこに納屋
を設け，魚を受けて厳原経由で内地に移出する。納屋は地元
民と接触しない離れた場所に置かれた。入漁者は問屋を通じ
て，運上銀，浦銀，入港銀を徴収された。運上銀は島外出荷
額の１割，浦銀は釣りの場合１日銀３分であった。島外出荷
の主な魚種はブリとイカで，イカ釣り，スルメ加工を目的と
した入漁も相当あったようである７）。
２）スルメ加工
スルメ加工において，乾燥は最も重要で，往時は雨天の時
の乾燥法を知らなかったので，雨期中はイカ漁をしなかった
ほどである。幕末にスルメの輸出が増加したのに刺激されて，
平戸大島の製造人が文久元（1861）年頃，炭火乾燥を考案し
た。同じく平戸の中津良村では天保８（1837）年にイカが大
漁で，雨天で腐敗するので，薪火で焙ったが，肉質が巻縮し，
価格が３～４割低下した。慶応元（1865）年，再び大漁だっ
たので，火室を作り，炭火で焙り乾燥させたところ良品がで
き，月日が経っても黴がはえず，量目も減らなかった。これ
以来，製法が大きく転換するようになった８）。幕末期に天日
乾燥を補完するものとして室内での炭火乾燥が，スルメの主
産地の一つである平戸で始まった。
Ⅲ．明治期―興隆期―
１．イカ漁業の操業
１）漁期と漁場
イカの漁期は，地域や年次によって異なるが，ケンサキイ
カは４～９月，ブドウイカは冬期，二番イカ（スルメイカ）
は５～12月を漁期とすることが多い。コウイカは春から夏に
かけて内湾で，ミズイカは８～10月に漁獲される。一番イカ
は昼夜の別なく釣れるが，二番イカは夜間だけである。ミズ
イカは擬餌針の時は夜間，しかも月夜の時，網で漁獲する場
合は昼間に限られる９）。
長崎県は全国で最もイカ釣り漁業が盛んな地域である。ケ
ンサキイカと二番イカは対馬，壱岐，五島が主漁場，うちで
も対馬は東岸，壱岐は北西岸，五島は北岸が主漁場である。
地域別にみていくと，平戸（北松浦郡）・五島（南松浦郡）
はスルメの名産地で，五島の有川湾ではイカの盛漁期には農
漁民ともに釣りに従事する。
対馬は東岸で各種漁業が発達したが，そのうちイカ漁が最
大である。山口県，広島県，島根県，大分県，熊本・天草，
島原あたりから入漁がある。島民は農業の合間に従事した。
毎年，数百隻が農家に寄宿，あるいは納屋を借り入れる。篝
火用などの薪は農民から購入し，反対に魚腸・魚菜を農民に
与えた。ケンサキイカは春から夏にかけてが盛漁期で，盆後
もこれを漁獲する。秋から冬にかけてはスルメイカが多い。
その間，ブドウイカやミズイカも漁獲する。なお，ササイカ
は東岸の横浦には曳網があり，湾内に７つの網代があって，
クジで順番を決め，網を曳いた。
壱岐は漁業者が多い。主とするのはイカ漁で，愛媛県や広
島県から入漁してきた。勝本から芦辺にかけては一番イカと
二番イカを漁し，郷ノ浦から印通寺にかけては一番イカを漁
獲する10）。
２）漁具・漁法
イカ釣りの漁具・漁法は，明治前期に改良，発展している。
明治10年代の資料によると，長崎県のイカ釣り漁法は以下の
３種類である。
（１）スカシ
壱岐・勝本のものは「く」の字型の鉛棒に鉄針を結んだも
ので，針は直針である。餌を付けて，イカを誘導し，海面に
浮上したところをタモで掬いとる。
（２）コンガラ釣り（トンボ，スッテ）
壱岐・石田郡と対馬・厳原の漁具は，円錐状の鉛棒に真鍮
製の群針（10～12本）が付いたもの。石田郡にはその漁具を
売る店が２，３軒あった。五島と佐世保のものは細長い鉄棒
の先に５～６本の鉄針が付いている。（１）と（２）はケン
サキイカとスルメイカの釣り具である。
（３）イカ曳き
ミズイカを対象とした擬餌針で，五島は魚形で，真鍮針12
本が２段になっている。厳原は魚形で鉄針12本，大村はエビ
形で鉄針が２段に付いている11）。
『明治十五年作成　五島列島漁業図解』には，南松浦郡奈
留島村と日之島村のイカ釣りと釣り具の図と説明が載ってい
る。両村とも１隻２人乗りで，盛漁期の４～７月には村民の
過半がイカ釣りに従事する，時間帯は夕方から明け方までで，
篝火を使用するとしている。ただ，漁具は両村で違い，奈留
島村は竿釣りで，竿の長さは２～３尋，糸は麻糸（渋染め）
で，これに１尋の「スジ」を繋ぎ，先端にスッテを結ぶ。ス
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ッテは鉛棒でイカ肉を巻きつける。スッテの先端の群針は８
本である。
日之島村の場合は手釣りで，改良の跡が記されている。そ
れによると，旧来は「く」の字形の竹に錘を付け，さらに１
尋の「スジ」，針，餌がついていて（錘と針が分離している），
イカを浮上させてタモで掬った（上述でいうところのスカ
シ）。その後，麻糸または絹糸（渋染め）の先に１尋の「ス
ジ」を繋ぎ，これにスッテを結ぶようになった。スッテは扁
円形で，群針は８本である。明治11年には中国地方の漁民か
ら魚形のスッテを学んでいる。これによって餌が不要になっ
た12）。
ここで，明治10年頃の福岡・筑前海のイカ釣り漁具をみて
おこう。竿は使わず，麻糸（柿渋で染める，長さ約８尋）に
割竹（長さ１尺４寸）とテグス（長さ２尺５寸）を結び，さ
らに鉄棒（長さ５寸）を付けて錘とし，その先に竹製の針を
付け，針には餌としてイカかタクワンを刺す。夕方出漁して，
篝火を焚き，糸を垂らしてイカを浮上させ，浮上したところ
をタモで掬う。１人ないし２人乗りで，サバ釣りと兼業する
ことが多い。長崎県でスカシと呼ばれる漁法である。スッテ
釣りについての記述がない。なお，網具として筑前海ではイ
カ曲網，豊前海ではイカ柴が使われている。ミズイカやコウ
イカが対象である13）。
明治20年代の記録でもイカ釣り具は３種類である。前述と
重複するが，内容が詳しいところもあるので記しておく。図
１は釣り具，図２はイカ釣りの情景である。図２によると，
イカ釣りは２人乗りで，竿釣りと手釣りの両方を使い，篝火
を焚いている。漁夫が髷姿なのは時代を感じさせる。図１を
参照しながら，釣り具をみていこう。
（１）スカシ
釣り針はなく，糸の先に餌をつけ，イカが群来した時，
「ヨマ」を操って舷に引き寄せ，タモで掬う。長さ５寸の竹
を割って間に餌を挟み，鉛片（10～12匁）を括って錘とし，
釣り糸に結ぶ。スカシで一度に３～４尾を掬うことがある。
（２）スッテ釣り
スッテは，鉛または竹で４～５寸を作り（竹製の場合は錘
を巻く），これに餌を巻き，釣り針６本を結ぶ。
上記の２漁法は篝火を焚いて，魚を群集せしめる。スッテ
釣りはイカの手を切ったり，逸散する恐れがあるので，村に
よってはイカ釣りの初期は必ずスカシ釣りとし，終わりにス
ッテ釣りとするように申し合わせている。
漁船に１人，沖に出る時は３～４人が乗り込み，夕方から
漁場に漕ぎだし，篝火（松の薪）を焚き，イカが群集したら
スカシ，あるいはスッテにイカかイワシ片を巻き，５～15尋
の海中に垂れ（魚付きがよいと水面から２～３尋に浮き上が
る），または長さ２～３尋の竹竿に糸４～５尋をつけたスッ
テを垂れて釣る（１人で２～３本使用）。朝まで操業する。
（３）イカ曳き
夜明け，あるいは夕方，月夜に漕ぎ出てミズイカを釣る。
小舟に１～４人が乗り，櫓を漕ぎながら，船の両舷から竹竿
につけた餌木を流し，手応えがあったら手繰って漁獲する。
餌木（擬餌針）は桐片でイワシやエビの形を作り，油を塗
り，火にあぶって黒色とする。エビ形は焼き金で斑紋をつけ，
尾に真鍮製の釣り針６～7本をとり付け，腹部には鉛または
１厘銭をはめ込む。釣り糸は麻糸（柿渋に浸して日乾する）
で，長さは20～40尋である。１～２尋間隔に鉛の薄片を付け
る14）。
明治中後期にはスルメの商品性に注目した報告書が数点発
刊されている。そのうちある報告書では，イカ釣りとイカ網
を紹介している。近世は漁具が不完全で，闇夜に篝火の下で
釣るしかなかったが，今では昼でも月夜でも漁獲するように
なって漁獲量も増加したとしている。３種類の漁法がとりあ
図１ イカ釣り漁具
資料：長崎県編『漁業誌 全』（明治29年）156ページ。
図２ イカ釣りの情景
資料：前掲『漁業誌 全』156ページ。
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げられているが，スカシについては上述以上のものはないの
で省略し，他の２漁法についてみておこう。
（１）擬餌針
往時は竹片（５寸）に鉛を嵌め込み，一端には釣り針を数
本結び，餌をつけ，海中に垂らして漁獲した。その後，明治
３年，13年，17年，21年に漸次改良され，今では種々の形の
鉛，角，骨製のものが現れ，鉛製のものには厚布を被せ，光
沢のある金属，貝類を嵌め込み，あるいは羽毛を飾り，その
尾端に針を結ぶ。したがって，餌は不要。コウイカを釣るに
はエビ形を用い，船を漕ぎながら釣るが，その他のイカでは
魚形の釣り針を使い，船を静止して釣る。昼は漁獲がむつか
しく，暗夜には篝火を焚き，水面近くに浮かび上がってくる
のを釣る。
（２）対馬ではミズイカを網で漁獲する。
長崎県では大敷網と呼んでいるが，イカ用の網は規模が小
さい15）。前述したササイカの曳網とは別のようである。この
イカ大敷網は９～２月の期間，対馬・大船越村で行なわれ，
漁船４隻で操業した16）。
別の報告書ではスッテ釣りについて次のようにいう。スッ
テ釣りは昼，月夜に行い，篝火を使わない。近年，スッテは
発達して，餌の代わりに白木綿，鹿角，鯨骨を使う。または
鉛製とし，青貝を嵌め込み，あるいは羽毛を植えて魚形とす
る。その漁法は，至極簡便で篝火もいらないので普及しつつ
ある。唐津，壱岐の他，県外船，とくに愛媛県・宇和島の漁
民は家族とともに来漁して，昼夜の別なく釣っている。地元
漁民は，この漁具の有害を唱え，壱岐漁業組合ではこれによ
る昼釣りを禁止した17）。
資料によって，同じ時期でも記述内容が若干異なっている。
その理由は，地域によって漁具・漁法が異なること，明治中
期に県外船の入漁が急増するが，入漁する県が様々であり，
漁具・漁法も異なっていたことによるものであろう。それで
も，明治に入ってスッテ釣りの漁具の改良が進み，魚形の擬
餌針となって餌が不要になったこと，地域やイカの種類によ
っては，昼釣りを行ったり，夜間でも篝火を使わないことが
あった，簡便な漁具・漁法なので農民の間にもイカ釣りが広
がったことがわかる。スッテの改良は，誘引具，錘，針を一
体化したことである。
近世の章で紹介したものと比べると，佐渡のスルメイカ釣
りでは水深に応じて３種類の漁具を使っていたが，いずれも
餌を付けている。長崎県ではスッテ釣りに手釣りと竿釣りが
あって，水深によって使い分ける。擬餌針の改良で餌を使わ
なくなっている。その他，長崎県では「スカシ」といった独
特の漁法が用いられる。
ケンサキイカ釣りの伊予や豊後と比べると，伊予は篝火を
使わず，豊後は闇夜には使う，手釣りのみである，擬餌針は
魚形で餌を使わないことが多い，といった特徴を受け継いで
いる。長崎県はケンサキイカとスルメイカの両方を対象とす
るので，両者の特徴を受け継いだのであろう。
明治後期以降，釣り具・漁法についての記録はほとんどな
くなる。戦前期の漁具の構造は基本的には同じで，釣り糸が
すべてテグスとなる，擬餌針の芯が鉛製となる，漁具は自製
から購入に変わるといった変化があったと思われるが，詳か
ではない。
３．入漁と漁獲高
１）入漁と操業
明治24年の調査によると，県外船のイカ釣りでの入漁は，
夏秋に平戸，壱岐，対馬へ，春は島原方面でみられるとして
いる18）。
対馬では明治に入って，問屋による請浦曳船制が崩壊し，
漁民の進出は自由，漁獲物の出荷は厳原経由でなくてもよく
なり，漁民が納屋を経営できるようになった。入漁者は集落
から離れた場所に住んだが，明治末には地元集落に住むよう
になる。東岸のイカ釣りが明治20年代に盛んになり，西岸に
はサバ釣りが進出し，地元の民家を借りるようになったこと，
また漁民相手の商人が進出し，日用品の販売，旅館業で集落
に入るようになったからである19）。
広島県からの入漁者はブリ延縄からイカ釣りに転換したも
のが多い。西岸では明治20～40年頃は広島県や山口県からサ
バ釣りでの入漁が多かったが，40年頃，サバ釣りが衰退する
とイカ釣りが盛んとなり，地元民も従事するようになった。
仲買人は広島県から来てスルメ製造を行った20）。
明治中期の五島への入漁の例をあげると，三井楽村近海の
姫島，嵯峨島周辺は漁期になるとイカ釣り船が来集して，そ
の数は800隻を上まわった。３～４月のイカは脂肪が多く，
スルメには不向きだが，７～８月頃は脂肪が少なく，スルメ
に加工しても腐敗しにくいので，仲買人は競って買い求め，
半乾きのものまで買い付けたほどである。
来集する漁船のうち700隻は地元外船で，夜，漁獲し，昼
は嵯峨島に上陸するか船がかりをしてスルメを製造した。風
雨の時には製造できず，廃棄することもある。７～８月の２
ヶ月で１隻あたり500斤のスルメを製造するので，100斤15円
とすると75円，総額は40万斤，６万円にもなった21）。
明治中期に対馬や五島に県内外からのイカ釣り入漁が急増
し，地元民はそれに倣って就業したこと，スルメ製造人・仲
買人が別途渡来し，漁撈と製造・販売の分業化が進むが，五
島出漁では出漁船が自家加工し，仲買人に販売したことなど
がわかる。
２）イカの漁獲高
明治期のイカの漁獲高を示す統計は少なく，全体の動向を
示すことができないが，後述するように，漁獲されたイカの
ほとんどはスルメに加工され，スルメの生産量はほぼ統計で
押さえられるので，それから推計することはできる。それに
よると，イカの漁獲高は明治10年代末から急増し，隆盛期を
迎える。
表３－１は，明治27年と41年の地域別のイカ漁獲高をみた
ものである。明治27年の4,200トン，18万円から41年の5,500
トン，48万円に高まっている。とくに金額が大幅に増加して
いる。明治中期以降，イカの漁獲量は4,000～6,000トンにな
ったとみてよい。
イカの漁獲は釣りによるものがほとんどである。主な産地
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は北松浦郡（平戸が中心），南松浦郡（五島），壱岐，対馬で，
その他に西彼杵郡と南高来郡がある。明治中後期になると対
馬の漁獲高が他地域を圧倒するようになる。明治41年でイカ
の種類別漁獲高をみると，二番イカが最も多く，次いで一番
イカで，コウイカは少ない。
地域別にイカの種類をみると，南高来郡（島原が中心）は
ほとんどがコウイカである。島原地方では３月頃からコウイ
カが回遊してくるので，あんこう網やイカ籠で漁獲した。他
地方ではイカ籠やイカ柴による漁獲は知られていない22）。西
彼杵郡でもコウイカは漁獲されるが，その他地域ではコウイ
カの漁獲はない。
西彼杵郡，北松浦郡，南松浦郡，壱岐は一番イカが多く，
対馬は二番イカが主体である。といっても一番イカでも対馬
の漁獲量が最も多い。対馬はイカ釣りの後発地であるから，
時代を遡れば遡るほど対馬の割合は低くなり，一番イカの割
合が高かったと思われる。
表３－２は，明治35・36年のイカとスルメの種類別生産量
をみたものである。イカの漁獲は，両年の間に3,000トンか
ら4,600トンに，20万円から33万円に大幅に増加している。
表３－１の明治27年，41年と比べると，漁獲量より漁獲金額
が増大した時期といえる。また，明治35・36年はコウイカの
漁獲が戦前期を通して最高水準となっていた。
スルメ加工では，コウイカのスルメ加工は少ない，その他
のイカは漁獲量に対するスルメ生産量の割合が25％前後で，
ほとんどがスルメ加工原料になっていた。金額を比較すると，
スルメ生産高はイカ漁獲高の1.5～1.6倍で，それがスルメ加
工の付加価値額である。スルメもイカと同様に生産量より金
額が大幅に上昇している。なお，このイカの漁獲高とスルメ
生産高の統計は，属地主義（県外船の水揚げや移住者による
加工を含む）に基づいていると思われる（戦前にはイカ釣り
での県外出漁はないといってよい）。
３．スルメ生産高
１）スルメの種類と産地
スルメは貿易上，磨上上番，一番，二番，円番といった番
建てをしてきた。これは長崎俵物会所時代からの伝統で，長
崎はこの名称を受け継いでいるが，他港は地方名をつけるな
ど呼称が違う。かって餌料か地方需要に充てられていたブド
ウイカやササイカもスルメ加工して輸出するなど種類が増加
し，呼び方が変わってきた23）。
磨スルメ（磨上上番，主に一番スルメの皮を剥いだもの）
は大分県の佐賀関，保戸島，愛媛県宇和郡が特産地で，生産
量の８割が輸出向けとなった。磨スルメは佐賀関で製造した
のが最初で，その後各地に伝搬した。
一番スルメのうちケンサキスルメは対馬，壱岐，五島，薩
摩，肥前，長門，石見が産地で，東日本・北日本にはない。
明治10年頃からスルメに加工されるようになったブドウスル
メ，ササスルメも一番スルメに属する。一番スルメの規格は
各地一定しており，産額は二番スルメに次ぐ。ケンサキスル
メの価格は高いが，ブドウスルメやササスルメは低廉であ
る。
二番スルメは全国各地で産出され，対州スルメ，隠岐スル
メ，函館スルメといったように産地名をつけて呼ばれた。北
海道，岩手県，青森県，新潟県，島根県，長崎県などに多い。
規格は全国マチマチで，四国・九州は形状長く，紀州～東
北・北海道は円形である。生産高はスルメのなかでは最も多
い。サイズは春夏は小さく，秋冬は大きい。地方需要にあて
るものと輸出用とがある。
コウイカから作った甲付スルメは，西南海，山陽が産地で，
すべてが輸出向けとなった。明治14年に有明海沿岸で製造し，
周防において輸出向けに改良して各地に伝搬した。輸出額は
少ない。ミズイカから作ったミズスルメは両肥が主産地で，
その２割が輸出向けとなった。甲付スルメとミズスルメを円
番スルメと呼んだ24）。
スルメの等級（品位）は時代によって変わるが，明治後期
の品評会では，長崎県のスルメは改良を遂げつつあるとした
うえで，一番スルメは原料が良いものの製法はとくに優れて
いるわけではない，二番スルメは一般に改良されていない，
甲付スルメは乾燥不良のものが多い，形状が不揃い，洗滌が
不十分なものがある，と評されている25）。
表３－１ 明治後期の市郡島別イカ漁獲高
資料：各年次『長崎県統計書』
注：長崎市は漁獲がないので省略した。
表３－２ 明治35・36年のイカの漁獲とスルメ加工
資料：『長崎県統計書　明治三十五・三十六年』
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２）スルメ生産高
明治中後期において，全国的にはイカの４分３がスルメ加
工原料となり，スルメの５～７割は輸出向けであった26）。
表３－３は，明治期の長崎県と全国のスルメ生産高の推移
をみたものである。長崎県のスルメ生産量は，明治12～17年
は250～380トンであったが，18～26年は700～800トンに増加
した。その後，年次変動は大きいが，しばしば1,000トンを
超えるようになった。つまり，明治12年から40年までの約30
年間でスルメ生産量は３，４倍に伸びたのである。
生産金額は，明治10年代後半から10年間ほどはデフレの影
響で価格が低落し，10万円台を徐々に高進したにとどまるが，
その後，価格が回復して生産金額も大幅に増加し，20～60万
円の範囲を変動しつつ上昇している27）。
明治中期以降の長崎県のスルメ生産高が全国に占める割合
は，量は８～17％，金額では11～21％で推移している。長崎
県は全国有数のスルメ生産県であったことが確認されるが，
長崎県も全国も生産高が増加して，長崎県の割合が高まった
わけではない。また，長崎県と全国の生産動向は一致してお
らず，むしろ全国的には明治30年代後半の伸びが著しく，長
崎県の地位は低下傾向である。量より金額の割合が高いのは，
長崎県は価格が高い一番スルメの割合が高いことによる。
表３－４は，明治中期の地域別スルメ生産高を示したもの
である。スルメの主産地は北松浦郡（平戸が中心），南松浦
郡（五島），壱岐（壱岐郡と石田郡），対馬（上県郡と下県郡）
であって，その他，西彼杵郡と南高来郡に少量の生産がある。
明治10年代後半から20年代後半にかけて生産量が増加する
が，20年代後半の増加は対馬で著しい。それ以前は，北松浦
郡，南松浦郡，壱岐がスルメ生産の中心地で，対馬は比較的
少なかったが，その後，急成長している。これは，明治20年
代に島外船の入漁が急増したことを示す。
壱岐は壱岐郡と石田郡がともにスルメ生産地であるが，対
馬では下県郡がスルメ生産の中心地で，上県郡は少なかった。
明治26年の生産金額をみると，対馬は最も生産量が多いにも
拘わらず，生産額は壱岐，南松浦郡に劣っている。対馬は価
格の安い二番スルメの割合が高いのである。
４．スルメの品質と製法
１）形状と品質
前述したように，スルメの形状は地域によって様々で，と
くに二番スルメで著しい。明治中後期における長崎県のスル
メの評価を詳しくみていこう。
一番スルメは平戸，五島，壱岐，対馬が産出高が多く，名
声がある。しかし，維新後，自由貿易となったことで粗製乱
造に陥り，把束，荷造りがバラバラで，とくに乾燥不良のも
のが目立った。こうした通弊は地方官庁の奨励・誘導によっ
て徐々に改められていく。壱岐の改良が顕著で，次いで対馬，
北松浦郡が続くが，改良がないのは南松浦郡，西彼杵郡であ
る。南松浦郡（五島）はもともと著名な産地であったが，製
造，乾燥が不完全で，色沢が変調し，黴が生えたりする。ま
た，圧延は適度を欠き，縮皺が外観を損ねている。
二番スルメは壱岐，対馬，五島，平戸で多く産出されるが，
二番スルメについても把束，荷造りの方法はバラバラで，甚
だしいのは籠に入れて輸送し，バラ売りされる。乾燥不良も
通弊であった。地方官庁の奨励で壱岐，対馬は改良の気運が
高まり，毎年品評会を開催し，製法は一定してきた。五島，
平戸は改良点が多い。
ミズスルメの生産は少なくないが，製法の改良は他のスル
メに比べて大きく遅れている。海水で洗浄しているので，塩
気があり，乾燥は不十分である。長崎県の甲付スルメは有明
海に多い。従来，製造法を知らず，生売りするだけだったが，
表３－３ 長崎県と全国のスルメ生産高の推移
資料：長崎県は各年次『長崎県統計書』および『水産貿易要覧　後編』
７ページ，全国は『現代日本産業発達史　第19巻水産』（交詢社出
版局，昭和40年）付録表54ページより作成。
表３－４ 明治中期の市郡別スルメ生産高 トン，千円
資料：各年次『長崎県統計書』
注：長崎市，東彼杵郡，北高来郡は生産がないか，微小なので省略した。
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明治14年，大漁で販路に窮し，島原でこれを乾燥し，中国商
に試売したのが最初で，その後，海外に販路を拡張し，改良
進歩を遂げつつある28）。
こうしてみると，スルメの製法は，自由貿易によって粗製
乱造に陥ったが，明治中期以降，地方官庁の推奨もあり，製
法の改良が進んだ。とくに，壱岐，対馬での改良が顕著で，
反対に伝統的な産地である五島や北松が遅れをとった。
２）スルメの製造法
明治中後期を中心にスルメの製造法について述べる。長崎
県では漁民が自ら製造することもあるが，多くは製造人が漁
民から原料を買い入れて製造した。その歩留まりは２～2.7
割で，製造人の利益（付加価値）はスルメ価格の約２割であ
る29）。
水産博覧会に出品した壱岐郡箱崎村の吉田惣之助の事例か
ら一番スルメの製法をみておこう。新鮮なイカを縦に割截し，
内臓，眼球を除き，最初は海水で洗滌し，製造後の湿潤をさ
けるために淡水で再度洗う。日乾は縄を張り，長脚を縄にま
いて吊し，４時間乾燥し，反転してさらに４時間乾燥する。
時々，脚間を広げて付着しないように，あるいは肉ヒレの両
端を肉身と離す。夜間は縄に吊ったまま室内に置く。翌日は
縄からはずし，形を延ばし，筵に並べて日乾し，午後，裏返
す。夕方に形を整え，箱に積み入れ，筵を覆い，上に重石を
置く。翌日も日乾する。
雨天の場合は，大分県で行われている木枠の乾燥器によっ
て乾燥する。器内に炭火を置き，その乾燥器を屋内の天井に
吊し，地面とは少し間隙を設けて，自由に回転するようにす
る。これは作業で動き回らなくてもいいこと，炭火がスルメ
に均等にあたるためである。イカは周囲に張った縄に竹串で
縫い，その外周を筵で覆う。外気との流通のため地面と筵の
間をあける。乾燥に応じて，スルメの位置を上下に移し替え，
７～８分乾きになったら箱に入れ，晴天時に日乾する30）。
上述したようにスルメの品位は，壱岐や対馬がいくらか優
れていた。それは，製法や製造条件の違いを反映している。
対馬が上位にある理由は，原料のイカの質が良いこと，漁民
は他県から来た者で漁業専業であり，割截・乾燥に注意を払
っている。とくに漁場からの帰り，船上で割截し，船の両舷
で吊して乾燥するので，肉質も厚く，色沢も良い。梅雨，夏
秋に多獲した場合，居村の農民に委託して乾燥し，仲買人に
売る分業体制がとられている，ためである。
平戸，呼子でもスルメ製造人と漁業者が分業している。製
造人は淡水で再洗滌を行なうこともあるが，今日では７～８
分乾燥で売り渡してしまう。昔は雨天の時の乾燥法を知らな
かったので，雨期中はイカ漁をしなかった。幕末期に輸出が
増加したので，前述したように平戸大島や中津良村の製造人
が炭火乾燥を考案した。これ以来，製法が大きく転換し，対
馬では鐘形の装置を用い，平戸，壱岐では幅２尺５寸ほどの
爐を作り，乾燥場とした。
五島は，爐の周囲に竹竿をたて，縄をめぐらし，これにイ
カを懸け，筵で覆う。平戸・壱岐は製造人が製造するので爐
を設けるものの，五島は漁業者が自製するので，その製造は
不完全である31）。
スルメ製法については，工程順に説明する。
（１）洗滌
洗滌は，海水で洗う場合と海水と淡水で洗う場合とがある。
良いのは，海水で洗滌してから再び淡水で洗うことである。
海淡両方で洗うことが多いが，昔ながらの海水だけというの
も少なくない。海水で洗っただけでは汚物が完全に洗滌でき
ず，塩分が多くて嗜好に適さず，乾燥も不十分になる。淡水
で洗えば，塩分は少なくなり，味が良く，乾燥も速やかで色
沢もよく，保存性が高い。海水で洗滌するのは，漁場からの
帰り，割截して海水で洗滌し，帰港した頃にはいくらか水分
がとれており，肉質が良いとされるからである。沖合に出漁
する時はこの方法をとる32）。
（２）乾燥
乾燥には，日乾と火乾とがある。火乾は費用がかかるので，
日乾できない時に限る。日乾は，簀乾といい，棚に竹または
葦の簀を敷き，イカを並べる方法と縄乾といって柱に縄を張
り，竹串でイカを縄に縫いつける方法とがある。竹串を使わ
ず，縄を挟んで折り曲げることもある。対馬は縄乾ー竹串，
壱岐は夏は竹簀で乾かすが，秋は簀では乾燥しにくいし，風
乾が便利なので縄に吊す。吊す場合は，イカを折り曲げる。
五島と平戸も両法を併用する。簀乾は竹痕が残らない点はよ
いが，広い乾燥場が必要であり，裏返したりする手間がかか
る。両面を乾燥し，一両日乾燥して納屋に入れ，伸展整理す
る。
雨天の場合は火乾となる。長崎県では，従来，家の中に円
形／方形に竹を立て（高さ4尺，横3尺），その間に数段の縄
を張り，イカを竹串で刺して縄に縫う。周囲を筵で覆い，火
気が逃げないように薪炭を焚いた。それゆえ，色沢を損ね，
品位不良となることが多かった。大分県で広く行われている
のは，木製の枠（上部4尺9寸，底部6尺2寸，高さ３尺5寸）
を作り，天井から吊し，回転するようにした。懸台の真ん中
の火で乾燥する。周囲を筵で覆うが，その時，地面と筵の間
を５寸ばかり間隙を作って空気を流動させるようにしてい
る。
大分県の乾燥器は簡便にして良法だったので，広く普及し
た。それが製品の改良につながった。大分県の乾燥法では，
時々，上下のスルメの位置を変え，７～８分乾燥したら箱に
入れて重石をし，後日日乾する。１日500～600枚の乾燥が可
能で，スルメ700枚を製造するのに炭３貫，人夫１人を要す
る33）。
（３）把束と荷造り
把束は函館，島根県以外は，束ねる枚数，束ねる材料，束
ね方がマチマチであり，材料，太さ，大小も不揃いであった。
とくに長崎県は大小精粗を選別しないし，把束しないものも
ある。
長崎俵物会所時代には把束，荷造りを統一して中国商に売
り渡していたが，開港以後統制が崩れ，とくに長崎港には九
州各地から結束，荷造りをせず，そのまま船に積み込んで運
送されてくるので，中国商が再度乾燥し，大小を選別し，把
束，俵装して本国に輸送した。
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対馬からは汽船便のものは筵俵，または箱に筵を敷き，箱
を筵で包む。汽船便でも荷造りしないことがある。和船積み
の場合は，荷造りせず，船に筵か簀を敷き，二番スルメは10
枚を１把，一番スルメは10枚ないし20枚を１把とし，それを
積み込む。壱岐からは，汽船便では筵俵に入れ，和船積みは
包装していない。五島，平戸からは，汽船便は筵包みまたは
俵に入れて運ぶ。和船の場合は，対馬と同じだが，多くの場
合，バラのまま積載する34）。
３）スルメの製品検査
輸出用スルメの製品統一を進めたのは，島根県・隠岐であ
った。明治20年に沿海町村が連合して，水産物製造同業組合
を設立して規約を結び，乾燥，把束，荷造りなどの制度を定
めた。そして，組合事務所員の検査を受け，季節の区別をし，
甲乙雑の３等級に分け，重量を測り，圧搾機で200斤をもっ
て１梱とし，筵で包装し，検印をして販売するようになった。
中国商はその商標を信頼してこれを改造することなく，本国
に輸送するようになった。
改良の要点は，正しく割截すること，海水で洗浄したのを
淡水に改め，洗浄を丁寧にすること，尾穴（竹串の穴）を小
さく正しくすること，荷造りは大小精粗と季節違いの品を混
ぜないこと，把束は20枚を１束，200斤を１梱とし，筵に包
み，量目適当な縄を用いることなどである。こうして隠岐の
スルメの価格は他産地とは別格となった35）。
島根県の製品統一事業に触発されて，長崎県でも製品検査
事業が始まる。明治35年に制定された水産組合規則に則って，
漁業者，製造業者，販売業者によって各郡に水産組合ができ，
長崎県水産組合連合会も組織された36）。
長崎県水産組合連合会は，明治37年３月に設置され，同年
５月から水産製品の検査業務を開始した。荷受け問屋（貿易
商）は粗製品の取り扱いで利益を得ているためこれに反対し
たが，断行し，翌38年４月には，長崎市新地町に検査所を設
けた。その結果，品質が著しく向上し，中国商の信用も高ま
った。
ただ，一定の水準に達する製品は少ないし，荷造りもマチ
マチである。明治38年の検査実績をみると，スルメの検査数
量は約9,700トンで，うち１等は０％，２等が27％，雑品が
73％であった37）。
明治39年には県連合会と荷受け問屋が再び対立した。県連
合会が製品検査に次いで，荷造り検査を予定したからである。
荷受け問屋は，荷造り検査は問屋の領分を侵し，製品検査も
十分な効果をあげていないのに，荷造りによって体裁を装っ
ても無意味だと反対した。水産組合のなかでも製品検査はと
もかく，荷造り検査は煩わしいだけで効果がないとして反対
する組合もあったが，実施に移されたようである38）。
連合会の設立に先立つ明治35年に壱岐郡水産組合が，従来
の漁業組合を水産組合と改称して発足した。壱岐郡の漁業，
製造，販売業者で組織し，定款では，資源の保護繁殖，養殖
業の奨励，漁具漁法の改良発達，罹災者の救済，水産製品の
改良，検査，荷造りの統一を謳った。製造・荷造りについて
は，伝習所を開設してその標準を示した。
対象品目はスルメ，干アワビ，干ナマコ，カツオ節である
が，スルメの製造・結束・荷造り法は，胴を割くときは尾端
を残し，眼球を除き，よく水洗して竹串を尾鰭の端を貫き，
縄にかけ，脚部を整列し，日乾する。乾燥後，皺を伸ばし，
形を整えて，筵または竹簀に並べ，乾燥した場所で貯蔵する。
雨天の場合は火乾し，晴天のときに再度乾燥する。一番スル
メは大形は15枚，小型は20枚，二番スルメとササスルメは20
枚を１束とし，200斤をもって１梱とし，圧搾機にかけて新
しい筵で包み，縄で梱包する。１束，１梱のなかに大小，精
粗，あるいは季節違いのものを混入しないこと，製品を販売
するときには，組合事務所に申し出て検査を受け，検査済み
証をつけること，スルメの等級は，甲，乙，雑の３等級とす
る。製品検査料はスルメ100斤につき10銭で，製造規程に違
反したり，検査を受けない場合は罰則がある39）。
壱岐郡水産組合の製品検査事業は，県連合会によって，長
崎港に集荷されるすべてのスルメに適用されるようになった
のである。対馬でも製法改良に取り組み，物産同業組合（対
馬水産組合の前身）を設置し，水産品評会を開催したり，県
連合会が検査を実施したので，隠岐産と比べ，かっては100
斤あたり５円の差があったが，ほとんど差がなくなった40）。
５．スルメの輸出
１）スルメの輸出
全国のスルメ輸出は，明治初年は64万斤（384トン）・13
万円，10年には246万斤（1,476トン）・42万円であったが，
20年には941万斤（5,646トン）・105万円，30年には709万斤
（4,254トン）・141万円，そして37年には1,993万斤（11,958
トン）・267万円と巨額に達し，水産物輸出のうち最大品目
となった。
スルメの輸出港は，横浜，神戸，長崎，函館の４港にほぼ
限定されたが，明治後期までは長崎港からの輸出が最大であ
った。それは俵物会所時代からの伝統，輸出先の中国と距離
的に近い，輸出ルートをもつ中国商が集中していた，長崎県
は主要なスルメ産地である，ためである41）。
横浜港は二番スルメが主，函館港は二番スルメのみ，神戸
港は二番スルメが多く，一番スルメがそれに次ぐ。長崎港は
一番スルメが多く，次いで二番スルメである，といった具合
に輸出港によってスルメの種類に特徴があった42）。長崎港の
集荷圏は九州にほぼ限定され，その相対的地位は低下してい
く。
スルメの輸出先は，ほとんどが香港，中国である。中国と
いっても長江以南がほとんどで，香港から広東，広西，福建
省へ再輸出される。中国では上海が最大の輸入港で，そこか
ら長江を遡って湖南，湖北にも送られる。一番スルメは価格
が高く，香港向けであり，上記の諸地域へ，二番スルメは価
格が低く，大衆品で，香港が最も多く，次いで上海の需要が
高い。甲付スルメは特殊需要があり，主として長江沿岸の諸
地域なので，上海に輸出された。一番スルメのうちでもササ
スルメは低価格なので中国，香港以外にも輸出された43）。
表３－５は，長崎港からのスルメ輸出高の推移を示したも
のである。スルメの輸出はすべて香港・中国向けといってよ
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く，長崎港から輸出されるスルメの８～９割が香港向けであ
る。
明治２～５年の輸出高は50～80万斤（300～480トン）で，
長崎港からの輸出が全国第一位で全スルメ輸出の４割以上を
占めていた。明治６年以降は100万斤（600トン）を上回るよ
うになり，10年代後半からは200～300万斤（1,200～1,800ト
ン）に増加した。そして，明治32年以降は300～400万斤
（1,800～2,400トン）となり，400万斤を超える年もあった。
輸出金額は，明治初期は10万円台であったが，その後20～
30万円台となり，20年代は40～50万円，30年代は50～80万円
となった。
単価（100斤あたり）は，明治初期は16～20円であったが，
10年代後半には松方デフレにより10～15円に低落した。明治
21年頃から14～16円に回復し，日清戦争後には20～25円に跳
ね上がった。その後は輸出量が増大したこともあって，価格
は横ばいとなる。長崎港から輸出されるスルメの単価は，一
番スルメの割合が高いので他港に比べて高い。
県内産のスルメがすべて長崎港に集散するとは限らない
が，明治37年では，長崎港から輸出されたスルメの約４割が
県内産と推計されており，長崎県の漁獲が長崎港の水産物貿
易に大きく影響した44）。
明治27年の日清戦争は両国の貿易に大きな打撃となった
が，スルメの需要地は長江以南であるため，戦争の影響は比
較的小さかった。それでも，九州は不漁と日清戦争による価
格の低落で，労賃も賄えず，対馬，壱岐に出漁している広島
県，山口県の漁民は帰郷し，軍夫となって戦地に赴く者が多
かった。また，輸出先の香港では黒死病（ペスト）が流行し，
商業が休止状態となり，開戦にともなう輸入禁止の動きがあ
って，長崎在住の中国商のほとんどが帰国した。ただし，戦
後復帰している。
市況をみておくと，明治28年の価格（100斤あたり）は，
ケンサキスルメが23円，二番スルメが17円，ササスルメ，ミ
ズスルメ，甲付スルメが15円台である。価格は季節によって
も違い，一番スルメは，１～３月はブドウスルメが中心なの
で価格は安く，ケンサキが中心となる４月から価格は上昇し
（ただし，６～７月は型が小さく下落），秋は漁獲は少ないが
需要が高く，高騰する。二番スルメは一番スルメの価格に連
動している45）。
続いて，明治30年の幣制改革46），33年の北清事変47），37年
の日露戦争，38年の米国と清国との取引停止48）の影響も比較
的軽微であった。対馬では日露戦争中は戒厳令がしかれて出
漁者が減少したが，戒厳令が解除されると出漁者も戻ってい
る。
銀塊相場の変動も日中貿易に大きな影響を与えた。とくに，
明治38年から40年にかけて銀塊相場が急騰したかと思うと，
その後41年にかけて暴落している。この明治41年は日貨排斥
運動が高揚した年でもある。年初から４ヶ月にわたって広東
商がボイコットを行って，対馬では価格が下落し，着業者が
減少し，スルメ生産高も激減したし，島原では輸出を断念し
て熊本方面に生鮮出荷するようになった。同年末にも香港で
ボイコットが再発し，輸出が中断する49）。
２）輸出に至る経路
スルメの輸出に至るルートは，産地の製造人・仲買人から
長崎港の荷受け問屋（貿易商），荷受け問屋から在留中国商
に販売し，中国商が香港・中国へ輸出するというものである。
したがって，荷受け問屋は売買の代理店（口銭問屋）であっ
て，直接輸出はなかった。
荷受け問屋が産地の製造人・仲買人から販売委託を受ける
場合と買付集荷とがあるが，多くは販売委託である。委託に
も無制限委託と指し値委託とがある。製造人・仲買人は荷受
け問屋から有利資金を借り入れる場合がある。荷受け問屋は，
中国商が指定する倉庫に貨物を運搬し，１～２週間後に検査
して，値引き，違約などが行われる。中国商によって利益が
大きく左右された。とくに，長崎港に集荷される商品は製法
が不完全で貯蔵性に欠け，資力が乏しい生産者が売り急ぐの
で買い叩かれた50）。
輸出用の荷造りは，中国商の手で行われる。乾燥不十分な
表３－５ 長崎県におけるスルメ輸出高の推移
資料：小川国治『江戸幕府輸出海産物の研究－俵物の生産と集荷機構－』
365ページ，大蔵省『全国漁産一班 全』393～394ページ，『長崎港
鯣輸出貿易調査報告書』58～59ページ，『水産貿易要覧　上巻』81
ページ，『水産貿易要覧　後編』5ページ，各年次『長崎県統計書』
より作成。
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ものは再度乾燥し，等級別に荷造りする。一番，二番，磨き
スルメは筵俵，甲付スルメは木箱に入れ，圧搾機を用いて
300斤（甲付スルメは150斤）づつ梱包する。商品分類は，一
番スルメは大中小に分けるが，二番スルメは区分していな
い。
明治36年に製品の検量をめぐって荷受け問屋と中国商との
間で紛争が生じた。中国商（広東商人）は乾燥不十分なもの
は目減りするので，その分を看貫料として要求し，それで取
引きが一時停止した。この時，荷受け問屋のうちで直輸出を
試みるものが現れたり，福建商人が間隙を縫って進出したり
した。看貫料制度をめぐる対立は明治39年に再発する51）。
県水産組合連合会によって水産製品検査所が設置されてか
らは同所で検査してから取引するので，中国商の検査の手間
が省けるようになった。売買は，見本，総見，荷印売買の３
方法がある。荷印売買は隠岐産のものだけである。県水産組
合連合会も製品検査を行っており，不合格のものは中国商へ
の売り込みを許さず，再製などして再度検査を受けさせた。
産地から長崎港の荷受け問屋への運送方法は汽船または和
船が使われ，鉄道便はほとんど使われていない。汽船は大阪
商船会社，藤野商会（本店は厳原）の所有船である。汽船の
場合は俵で荷造りすることが多いが，把束しただけでザル籠
に入れて積み込むこともある。和船の場合は，船底に筵を敷
き，その上に把束したまま積み込む。対馬，壱岐からは主に
汽船を用いるが，平戸からは汽船・和船の両方を用いる。五
島は多くは和船である。
長崎港へ運送する場合，荷為替を組むことは少なく，荷受
け問屋は運賃の立て替え払いをし，貨物を受け取り，水揚仲
仕賃を払い，自分または倉庫業者の倉庫に入れ，県水産組合
連合会の製品検査を受け，検査料を支払い，中国商に売り込
む。
荷為替付きの場合，銀行に荷為替代金を払い，保証証券の
交付を受け，回送問屋から荷物を受け取る。売り上げ後は仕
切状を作成し，総売上高から諸立替金を差し引き，その残額
の3.5％を販売手数料として差し引く。直ちに送金するか，
後日払いにするか２通りがある。手数料は3.5％だが，割り
戻しなどで３％が普通となっている。
荷受け問屋は倉敷料を取らないのが普通だが，40日を超え
ると徴収する。その他費用として，口銭，倉敷料の他に，仲
仕賃，利息，電報料などがある。仲仕賃は荷主負担，電報料
は少額なので荷受け問屋の負担，利息は荷為替の場合，10日
を過ぎると利息を付ける。荷受け問屋から荷主への送金は，
銀行普通送金為替または電報為替が多い。主な取引銀行は十
八銀行であった。
スルメを扱う長崎の荷受け問屋は20人ほどである。対する
スルメを扱う中国商は全員が新地町に住み，その人数は20人
前後である。代金支払いは現金か小切手で，中国商の多くは
香港上海銀行か正金銀行に預金し，代金支払いの都度，小切
手を振り出す。
長崎の中国商は，本国商人の支店または代理店で注文を受
けて買付ける。輸送は主に汽船で，上海行きは日本郵船の定
期航路によるものが主，香港へは日本郵船，東洋汽船，米国
汽船会社の船舶によった52）。
６．イカ漁業とスルメ加工の経営
明治37年の長崎県「水産経済調査」によって，イカ釣り漁
業とスルメ加工の経営状況をみていこう53）。表３－６は，明
治37年の対馬のイカ釣りとイカ大敷網の経営状況をみたもの
である。
イカ釣りからみると，漁期は７～10月となっている。営業
資本（起業費）は240円で，漁船と同付属品，釣り具，現金
からなる。漁獲高（収入）は1,200貫（4.5トン），貫あたり40
銭で480円である。支出は329円で，差し引き151円が収益と
なっている。
支出の内訳は，漁夫賃金が最も多く，１隻５人乗り，120
日間（４ヶ月）で延べ600人日，１人１日35銭として210円で
ある。次に食料費が72円と多い。その他経費は石油代，公費
負担，修繕費，雑費である。石油代は３箱分となっているの
で，集魚灯用ではなく，作業用と思われる。小資本で営める
こと，漁業規模は小さいが，収益性が高いことが特徴であ
る。
イカ大敷網は対馬・大船越村で営まれており，漁期は９～
２月となっている。営業資本は漁船が４隻であること，漁具
が網具であることから，釣りの場合の４倍の規模となってい
る。そして，収入，支出とも釣りの約３倍である。漁期が長
いこともあるが，漁業規模を反映しているといえる。なお，
公費負担とあるのは，漁場代のことで，漁場によって10～
200円まであった。
表３－６ 明治37年のイカ釣りとイカ大敷網の経営
資料：『明治38年水産課事務簿 水産経済調査』（長崎県立図書館所蔵）
注：円未満は４捨５入した。
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表３－７は，明治37年の長崎県のイカ釣りとスルメ加工の
資本額，営業戸数などをみたものである。イカ釣りが取りあ
げられているのは対馬（下県郡と上県郡）だけである。「水
産経済調査」は重要な漁業および水産加工業の調査であって，
当時のイカ釣りは季節的操業であり，小規模な沿岸漁業であ
ったので，調査の対象からはずれたものと思われる。
対馬のイカ釣りの営業戸数は3,500戸にのぼるが，その総
資本額は16,000円余で，１戸あたりにするとわずか５円であ
る。前掲表の資本額240円と比べるとあまりにも少ないが，
漁船，同付属品，現金などを見積もっていないためであろう。
イカ釣りが100戸を超える村は，厳原村（403戸），久田村
（113戸），鶏知村（174戸），大船越村（1,044戸），和板村
（224戸），夘麦村（132戸），三根村（736戸），琴村（183戸），
比田勝村（373戸）である。
スルメ加工は，北高来郡，南高来郡，北松浦郡，壱岐郡，
対馬が取りあげられている。壱岐の石田郡はなぜか取りあげ
られていない。営業戸数が多いのは，南高来郡，壱岐郡，対
馬の３地区で，うち南高来郡は甲付スルメ，他はスルメ加工
となっている。営業戸数は漁家の自営加工を含むのか，加工
専業者のみなのか不明であるが，戸数からして加工専業者あ
るいはそれに準ずる経営体が対象となっているようである。
１戸あたりの営業資本額は地区によって大きな差があり，
南高来郡は400円弱，壱岐郡は500円強なのに対し，対馬は
2,900円余となっている。地区による違いは，その製造規模
を反映しているというより，製造場の見積もりを含むかどう
か，原料購入資金の見積額（現金）の違いによるといえよう。
資本の調達は，自己資金が多いが，問屋（スルメの仲買人）
や個人からの借入れもあった。銀行からの借り入れは一般的
ではなかった。
スルメ加工が10戸以上の村は，南高来郡の小浜村（10戸，
甲付スルメ），壱岐郡の下椎村（20戸），対馬では厳原村（20
戸），大船越村（16戸），三根村（13戸），琴村（10戸），比田
勝村（12戸）である。対馬でいうと，イカ釣り戸数の多い村
で，スルメ加工業者も多い。
資金の貸し付けについて「水産経済調査」の記述をみると，
対馬の水産物販売に関して前貸しをしている問屋（仲買人）
は50人で，前貸し金は23,000円余である（前掲表３－７とは
違う）。問屋の数は，厳原村が多く（17人），大船越村や夘麦
村，比田勝村がそれぞれ５～６人である。貸出先は山口県，
広島県，島根県，大分県，長崎県，熊本県の漁民となってい
る。
対馬では，仲買人がスルメ製造に対し，資金を貸し，製品
をもって弁済させることが行われる。その際，利子をつけた
り，担保をとることはない。不漁のため，返済できない場合
は翌年に繰り越す。この仲買人は，その資金を神戸港，長崎
港，博多港の荷受け問屋（貿易商）から借り入れることもあ
る。貿易商は，荷主が資金不足に陥った場合，信用のある荷
主，顧客の荷主に対しては担保をとらず，ほとんどの場合，
無利子で融通した。
対馬の仲買人が荷為替を組むことは少ない。その理由は利
子が高いからで，長崎行きは１週間70銭（100円に対し），神
戸・大阪行きは10日間で１円である。対馬では日本商業支店，
十八銀行が荷為替に取り組んでいる。
表３－８は，明治37年における壱岐郡と北松浦郡のスルメ
加工の経営収支を示したものである。壱岐郡の２事例からみ
表３－７ 明治37年のイカ釣りとイカ大敷網の経営
資料：前掲『明治38年水産課事務簿 水産経済調査』
表３－８ 明治37年のスルメ加工の経営収支
資料：前掲『明治38年水産課事務簿 水産経済調査』
160 片岡千賀之：戦前における長崎県のイカ釣り漁業とスルメ加工の展開
ていく。営業資本は，流動資本（運転資金）が大半を占める。
製造場を新設するのでなければ，その資本もかからない。製
造機器類も少額である。
収入は6,700円と5,300円で，スルメは斤あたり28銭，40銭
で計算されている。斤あたり40銭というのは高過ぎ，それで
この経営体の収益が膨らんでいる。支出は6,200円と3,400円
で，うち原料代が5,000円と3,000円と大部分を占める。斤あ
たり７銭，７銭５厘である（貫あたりでは約40銭と47銭とな
り，前掲表３－６の40銭，45銭とほぼ同じ）。次いで高いの
は人夫賃で，１人１日20銭，50銭で計算されている。前掲表
のイカ釣りでは35銭なので，それに匹敵する水準である。荷
造り運賃は経営体によって差が大きい。薪炭費は少なく，修
繕費も少なく，労働集約的な加工であり，付加価値も低い。
この他，表には掲げないが，「水産経済調査」には壱岐郡
田河村の大規模な経営の例も示されている。収入が38,800円
と規模が大きいだけでなく，支出項目として，荷造り費，運
賃，金利および為替，保険料，問屋手数料，倉敷料，仲仕賃，
通信費が計上され，企業的な経営であった。
一方，北松浦郡平戸村の２事例は，壱岐郡の２事例より規
模が小さい。営業資本は現金が中心で，乾燥器は少額である。
収入は壱岐郡の２事例の半分程度であり，収益は少額だがマ
イナスとなっている。荷造り運賃は雑費のなかに組み込まれ
ていて，その分雑費が多くなっている。収益性が低いのは規
模の零細性と原料が壱岐より若干高く見積もったためであ
る。ただし，自家加工であれば，人夫賃は所得となる。
Ⅳ．明治末～大正期－成熟期－
１．イカ漁業
１）イカの漁獲高
イカ漁業，スルメ加工についての県統計は，明治末から大
正期にかけてが最も詳しい。その統計は，属地主義に基づい
ている。表４－１は，この期間の長崎県のイカ漁獲高の推移
をみたものである。釣り以外の漁獲を含むが，イカ釣りの動
向を示すものといってよい。
コウイカの漁獲は，前述したように明治35・36年がピーク
で1,000トンを超えたこともあったが，明治末から大正初期
にかけては400～500トンとなり，その後さらに200～300トン
に減少した。金額は，単価が漸次上昇し，第一次大戦中に急
騰したので，漁獲量が減少したのにも拘わらず３～４万円か
ら８～９万円に増加した。その後，大正末には低下してい
る。
一番イカの漁獲量は1,100～2,300トンの範囲で推移するが，
大正初期の漁獲が多く，その時期は2,000トンを上回ってい
る。単価はやはり第一次大戦中に急騰したので，漁獲金額は
明治末は10万円台，大正初期は20万円台，大正中期以降は30
～40万円台と，短期間で階段を上るように上昇した。
二番イカは，大正初期と後期に多獲され（7,000～8,000ト
ン），明治末と大正中期が低い（3,000～5,000トン）という周
期を描いている。金額は，明治末は20～30万円であったが，
大正初期には40～50万円となり，大正後期には第一次大戦期
の価格高騰で100万円を超えることが多くなった。
魚価は，第一次大戦末に沸騰し，戦後は若干低下する。戦
表４－１ 長崎県のイカ漁獲高の推移
資料：各年次『長崎県統計書』
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後の低下は二番イカでやや大きい。魚価は，漁獲量の多寡に
よっても変動している。また，一番イカと二番イカの漁獲に
は周期性があるが，両者の周期は一致しているわけではな
い。
イカの全体の漁獲量は4,000～11,000トンで推移するが，年
変動が極めて大きい。漁獲量が最も多い二番イカの変動が激
しく，周期的な変動のなかにあっても，１年で漁獲が２倍に
なったり，半減することもある。イカの全漁獲金額は，漁獲
量より単価の変動によって大きく左右され，明治末は40～50
万円台，大正初期は70万円台，大正中後期は一挙に100万円
を上回り，大正12年などは300万円を突破している。
表４－２は，明治43年，大正３年，大正14年の地域別のイ
カ漁獲高とスルメ生産高を示したものである。イカの漁獲高
をみると，コウイカは南高来郡と西彼杵郡に多い。その漁獲
量の減少は南高来郡の急激な減少によるものである。二番イ
カと一番イカは北松浦郡，南松浦郡，壱岐，対馬がそのほと
んどを占め，なかでも二番イカは対馬が圧倒している。一番
イカについても対馬の割合が高まっている。北松浦郡は一番
イカが多く，南松浦郡は一番イカと二番イカがほぼ同量，壱
岐は二番イカが多い。また，対馬とその他地域とは一番イカ
にしろ，二番イカにしろ，３カ年のうちで最も漁獲が多かっ
た年次が異なり，対馬だけが逐年漁獲量が増えている。
２）イカ釣り操業
イカ釣り漁法については集魚灯に変化が現れてくる。一般
的に，集魚灯は明治後期に石油集魚灯が普及し，大正期には
アセチレン集魚灯が最も普及する。ともに，イカ，アジ，サ
バ釣りやサバ，アジまき網を中心に使われた。石油集魚灯は
光力は１ｋｗ前後，１時間あたり石油消費量は５リットル前
後，アセチレン集魚灯は１～２kw，１時間あたりカーバイ
トの消費量は７～８kgで，高コストであったし，故障などの
欠点も多かった。大正末には電気集魚灯が実用化されるが，
その普及は昭和期に入ってからである54）。
明治40年に長崎市で開かれた第２回関西九州府県連合水産
共進会には，10台ほどの集魚灯が出品されているが，いづれ
も石油集魚灯である。１台の価格は80～120円と相当な高値
である55）。大正末の長崎県の状況をみると，集魚灯として石
油ランプが使用され，アセチレン灯は少なかった。また，電
気集魚灯は消耗費，光力，取り扱いの点で石油集魚灯に勝る
が，設備費に多額を要するため普及していない56）。
次に，イカ釣り漁業の事例をみてみよう。以下は大正初期
の状況である。北松浦郡大島村では，かっては対馬へ秋イカ
釣りに多くが出漁していたが，近年著しく減少した。冬イカ
は，佐賀県の馬渡島を根拠として操業するもので，１隻１～
２人乗りである。大正２年には約150隻が出漁した。反対に
他村からは，夏に100隻ほどがイカ釣りで入漁している。
壱岐郡初山村では，イカ釣りを主として200隻内外が操業
した。１隻２～３人乗りで，年間50円内外の漁獲である。イ
カ釣りのために広島県，山口県などから70～80隻以上が入漁
した。対馬・厳原町曲でもイカ釣りに従事する者が多く，１
戸平均150円内外の漁獲があった57）。
大正初期においても，イカ釣り操業は２～３人乗りと規模
が小さいこと，季節によって漁場，魚種を組み合わせたこと，
対馬は島外船が入漁するだけで，島外へ出漁していないが，
他地域では地域外出漁（対馬への出漁を含む）と他地域から
の入漁とが交差していること，１隻あたりの漁獲金額は地域
や専業か兼業かによって異なり，また，魚価が高騰する大正
中期とも大きな差があること，がわかる。
大正５年度の対馬の全漁獲高は162万円であったが，その
うちイカは99万円で61％を占め，最も重要な魚種となってい
る。また，水産製造高は110万円で，そのうちスルメは105万
円で97％を占めており，対馬の水産加工といえば，スルメ加
工に他ならないという状況であった58）。
大正初期における対馬のイカ釣り漁業の状況と漁業者，ス
ルメ製造人，仲買人との関係は次のようである59）。
（１）イカ釣り漁業
入漁船と地船とがあり，地船の多くは半農半漁によるもの
で，漁船は小さく，１人乗り，そして沿岸近くで夕方の一潮
（午後５～９時）だけ従事する。それでも40～70斤の漁獲が
あり，１斤３銭とすると１円20銭～２円10銭の収入となり，
数日の生活費に相当した。
入漁船は，県内では壱岐，島原，西彼杵郡，県外は多くの
県に及ぶが，広島県，大分県，島根県，山口県が多い。広島
県はイカ釣り専業だが，大分県はカジキ突棒，島根県はブリ
延縄との兼業である。漁船は地船よりやや大きく，近くて５
里（１里は約3.9km），遠くは20～30里の沖合に出て，翌朝
９時頃に帰港する。乗組員は２・３人ないし７・８人である。
７～８年前から石油灯を使うようになったが，近年，アセチ
レン灯が普及しつつある。
漁期は例年だと６月頃に始まり，８～10月の３ヶ月が盛漁
期で，11月に終漁する。主漁場は東岸一体と浅茅湾である。
漁業地，スルメ加工地は厳原，船越，鴨居瀬，塩濱，佐賀，
表４－２ 地域別イカ漁獲高とスルメ生産高　　　トン
資料：各年次『長崎県統計書』
注：スルメは長崎市と佐世保市は生産高がないので省略した。
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櫛，志多賀，小鹿，一重，琴，河内，泉などである。
（２）漁業者と製造人の関係
製造人から入漁船に対し，出漁準備金として仕込み（前貸
し）が行なわれる。金額は１隻につき５～20円で，無担保，
無利子である。返済は漁期終了後とし，返済できない場合は
翌年度に繰り越す。仕込みを受けた漁船はその漁獲物すべて
をその製造人に引き渡すことになるが，時には他の製造人に
売却するものもあった。
生イカの価格は，従来は製造人が長崎港のスルメ相場を示
し，その信憑性をめぐって漁業者ともめたりしたが，近年は
長崎県水産組合連合会が５日ごとに長崎港のスルメ相場を対
馬水産組合に打電するのでもめ事は少なくなった。長崎港の
スルメ相場の８掛けを対馬のスルメ相場とする（100斤20円
なら16円）。スルメ１斤を作るのに，夏なら生イカ3.7斤，秋
なら3.5斤が必要として原魚相場を決める。漁業者と製造人
は10日ごとに当座勘定をし，漁期が終わってから清算する。
（３）製造人と仲買人の関係
漁業，製造，仲買を相互に兼ねる場合もあるが，３者は分
業しているのが一般的である。製造人の多くは仲買人から前
貸しを受け，製品をその仲買人に渡すことが多い。この場合
でも他の仲買人に売り渡すことがあり，それを見込んで現金
買いで浜まわりをする仲買人もいる。仕込みを受けていない
製造人のなかには仲買人と価格で折り合わないと，長崎港に
直接出荷することもある。
この製造人と仲買人はそれぞれ組織を作っている。製造人
は，水産組合の奨励によって大正元年に鯣製造営業団を作っ
た。鯣製造営業団は，最終的には信用販売組合を目指すが，
当面は水産組合が長崎港のスルメ相場とそれに基づいて設定
した原料標準価格を各営業団に通知し，営業団はそれを団員，
漁業者に周知するものである。対馬を20数区に分け，営業団
を設立する計画である。
仲買人の組織としては広島県安芸郡出身者30数名が20数年
前から買積団体を作っている。この団体員は，適当な地に製
造場を１～２カ所持ち，毎年６月から翌年２月頃まで居住し，
３～５月に帰郷する。製造人がスルメを長崎港や神戸港に直
送することが少ないのは，買積団体が金融，物資の供給にお
いて大きな役割を果たしているからである。買積団体はスル
メ生産高の約半分を取り扱っている。この他，仲買人のなか
で勢力の大きな業者が２軒あり，全体の２割を取り扱ってい
る。
大正中期については，南松浦郡でみると，ケンサキイカは
品質が優良で，五島イカと称し，全国にその名があった。そ
の漁獲の多寡は漁村経済に影響するところが大きい。一番イ
カは３～７月，二番イカは五島西岸に多く，秋に北魚目，三
井楽で多獲される。ササイカは秋冬に回遊し，東岸で漁獲さ
れる。ミズイカは秋冬が盛期である。漁法は一本釣りで，ミ
ズイカは魚形を用いるが，大敷網，桝網でも漁獲された。イ
カは夜漁であるが，昼漁も行なわれた60）。
イカ釣りで県外船の入漁が多いことは度々ふれたが，表
４－３は，大正元年，３年，９年における長崎県船と県外船
のイカの漁獲量を示したものである。イカの種類別漁獲量は，
二番イカが断然多く，次いで一番イカであり，コウイカは非
常に少ない。それは県内船，県外船ともに同じである。
イカ漁獲量のうち対馬の割合は，二番イカでは７割前後と
高く，一番イカでは２割前後であって，対馬はイカ，とくに
二番イカの主漁場となっている。コウイカは県全体の漁獲量
も少ないし，対馬では漁獲されない。これも県内船，県外船
に共通する。
県内船と県外船の漁獲割合をみると，県全体では二番イカ
はほぼ２：１，一番イカは５～６：１である。コウイカは県
外船の割合は非常に低い。県外船は漁獲量，および割合から
して二番イカを主体としている。対馬で県内船と県外船の漁
獲割合をみると，上述よりも県外船の割合が高く，二番イカ，
一番イカともに県内船の７～８割を漁獲している。つまり，
県外船は対馬を中心に出漁し，二番イカおよび一番イカを漁
獲している。
大正５年頃の対馬のイカ釣り漁船は3,489隻であるが，そ
の船籍の内訳は山口県385隻，大分県79隻，愛媛県26隻，鹿
児島県144隻，熊本県365隻，佐賀県39隻，県内他郡（主に壱
岐）398隻，地元1,264隻である。内訳の合計は2,700隻で総合
計と合わないが，構成割合は，地元船47％，県内他郡15％，
県外船38％である61）。前章で広島県からの入漁が多いと述べ
たが，ここに広島県の名前があがっていないのは，対馬に定
住したか，抜け落ちた（総隻数と内訳の合計隻数が違う理由
と関係しているかもしれない）からだと思われる。
２．スルメの製造と商品性
表４－４は，明治末から大正期のスルメ製造高の推移を示
したものである。甲付スルメは明治末～大正元年までは100
トンを超えていたが，その後は大幅に減少した。その減少の
度合いはコウイカの漁獲減少より著しく，コウイカではスル
メ加工の割合が低下している。明治後期にコウイカが豊漁で
あったが，スルメ加工は少なかったことからして甲付スルメ
の製造は一時的であったようである。大正６年から価格は一
段と上昇したが，それでも生産額は数万円で停滞している。
一番スルメは，大正中期に増えて600～700トン台となった
が，その後は300～400トン台に減少する。金額では大正６・
表４－３ 県外入漁者のイカ漁獲　　　トン
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７年から価格が急騰したこともあって，大正後期には50万円
を上まわるようになった。
二番スルメの生産量は1,000～2,200トンの間で推移してい
る。とくに大正初期と後期に2,000トンを超えることが多い。
金額は，大正７年から単価が高騰して急上昇し，100万円を
上まわるようになり，大正末には200万円に達することもあ
った。
漁獲されたイカはほとんどがスルメに加工されるので，ス
ルメ生産高がイカ産業の最終生産高として現れる。その点で
いえば，甲付スルメの生産額がコウイカの漁獲高より低いこ
と（生鮮出荷が多い）を除けば，一番イカ，二番イカともス
ルメ加工による付加価値額は２～３割となっている。
スルメの総生産高は，量は1,500～3,000トンで推移し，金
額は段階的に上昇して明治末が60～70万円台，大正初期が80
～90万円台，大正中期が100万円台，大正後期が200万円台が
普通となった。前掲表３－３で，生産高が上昇した明治後期
のそれが800～1,200トン，40～60万円台であったから，大正
期の増加ぶりがわかる。ちなみに，明治末から大正初期の長
崎県のスルメ生産高が全国に占める割合（金額）は17～26％
と高かったが，大正末から絶対額は増加したものの，割合は
10数％となった。
表４－２に戻って，明治43年，大正３年，14年の地域別の
スルメ生産高をみておく（明治43年の南高来郡と南松浦郡の
甲付スルメの生産高が非常に高いのに，一番スルメと二番ス
ルメの製造高が計上されていない，南松浦郡はコウイカの漁
獲がないのに甲付スルメがあり，一番イカと二番イカは漁獲
されるのにスルメ加工がないといった統計の間違いに注意す
る必要がある）。
甲付スルメは南高来郡を除くと非常に少ない。一番スルメ，
二番スルメとも北松浦郡，南松浦郡，壱岐，対馬が主要産地
であるが，二番スルメは対馬が圧倒しており，これは明治前
期にはみられなかったことである。対馬は全体のスルメ生産
の過半を占めるまでになっている（明治43年63％，大正３年
54％，大正14年77％）。地域別のイカ漁獲高とスルメ生産高
とは照応している。
次に，長崎県のスルメの品質評価をみておこう。明治末で
は，スルメは長崎港水産物輸出の８割を占める重要品であっ
たが，その４～５割は対馬産である。対馬のイカの８割が専
門の製造人によって製造され，２割は漁業者が自家加工する。
漁獲が少ないと製品はよいが，豊漁時は曇天雨天が多く，乾
燥が間に合わず原料が腐敗して廃棄することもあった62）。
大正初期は次のようである。一番スルメは品質，香味が良
好で，単価は高く，香港，広東といった購買力が高い地方へ
送られた。産地は西日本なので輸出港は長崎港が主である。
磨スルメは大分県佐賀関，佐伯，保戸島，愛媛県宇和島が
産地である。磨スルメは乾燥しやすく，外観もきれいだが，
手間がかかるので産額は少ない。かっては専ら国内向けであ
ったが，大正初期に輸出が増加した。
二番スルメは全国各地，とくに北日本と日本海沿海で多く
産出されるが，長崎港からは隠岐，長崎県のものが輸出され
る。甲付スルメは瀬戸内海，有明海に多い。といっても生産
高は少なく，貿易上の重要性は小さい。神戸港，長崎港から
輸出される。
長崎県の一番スルメは乾燥不良や把束，荷造りの不統一で，
色沢を変じ，黴が生えたり，圧延不良で皺が寄ったりして外
観を損ねるものが少なくなかった。
二番スルメ，とくに対馬のスルメは，冬物は乾燥が不完全
であるが，肉質が柔らかく，美味で色沢もいいので，乾燥，
品位とも良好な秋品と同価格で輸出されることがある。とく
に中国の旧正月前に価格が高まる。冬物は広東商人によって
表４－４ 長崎県のスルメ生産高の推移
資料：各年次『長崎県統計書』
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香港へ，秋物は福建商人によって台湾に輸出される。
甲付スルメは，肉厚で内部まで乾燥していないものが多く，
黴が生えたりするので売り急ぎ，値崩れすることがある。
荷造りがいくらか統一しているのは函館，隠岐産で，長崎
県を含め他府県は結束数，結束の材料，結束の仕方がバラバ
ラであった63）。
大正後期の水産共進会で，長崎県のスルメは製法は概して
上達し，色沢，伸展，乾燥などにおいて問題が少なくなって
いると評価されている。注目されるのは，二番スルメの磨ス
ルメが増加したことで，これは，近年，一番スルメの磨スル
メの価格が高騰したのでその代替品として中国人が贈答品と
して使用するようになったためだと説明されている64）。
同じく大正後期では，五島スルメ，対州二番スルメは定評
があり，とくに対州二番スルメは専ら輸出向けになっている。
しかし，品質は天候に左右され，雨天時には「道成寺」と称
する乾燥器を使っているが不完全で，能率も劣り，ほとんど
腐敗，腐敗しないまでも不良品となる，といった問題をかか
えていた65）。
このようにみてくると，スルメの品質は概して明治期と変
わりがなく，乾燥が十分でなかったり，荷造りや結束が不統
一であったりした。長崎県水産組合連合会が製品検査を実施
していたものの，豊漁時の加工能力の不足，製造人の資金不
足，スルメの流通ルートの多様化（未検査品の横行）などで，
製品，荷造りの統一・改良は思うように進まなかった。
３．スルメの輸出
対馬のスルメは大部分が長崎港や神戸港の荷受け問屋から
在留中国商の手を経て輸出された。その取引は旧態のままで，
中国商の店舗において行なわれ，非公開である。製造業者の
荷受け問屋への販売も個別に行われ，不正手段がとられるな
ど商道徳もなく，信用失墜することがあった66）。
南松浦郡は，一番スルメは五島スルメとしてその名が高い
が，磨スルメを製造するものはなく，しかも乱造が続いた。
大正10年以降，各地に磨鯣製造改良組合を組織し，販路調査
をし，先進地の大分県から実業教師を招いて伝習した結果，
品位の向上をみつつあった。磨スルメはよく乾燥してから大
小を選別して結束し，箱詰，あるいは筵包みとして神戸港，
長崎港に出し，時に東京，大阪へ販売した。
磨スルメの製造改良組合は12組合がある。組合は，村単位
であったり，集落単位であったりするが，村名としては久賀
島村，奈留島村，有川村，奈良尾村，魚目村，北魚目村，濱
ノ浦村，大濱村があがっている67）。スルメの改良が最も遅れ
ていた南松浦郡でようやく，製法改良，品質向上の取り組み
が進むが，表４－２で示したように，大正初期を境に南松浦
郡のイカの漁獲量が激減しており，スルメ加工の改良も磨ス
ルメという生産量の少ない種類が対象である。
長崎県はスルメの品質，包装などを改良統一し，輸出水産
物の声価を維持向上するために県水産組合連合会が行う輸出
検査に奨励金を交付している。ただ，検査高は一番スルメが
85トン，二番スルメが623トンで，県生産高の一部に過ぎな
い68）。
対馬のイカの99％は加工原料となり，スルメはほとんどが
中国向けに輸出される。輸出港は，神戸港が48％と最も多く，
次いで下関港27％，長崎港24％で，長崎港のウェイトは大き
く低下している。第一次大戦中に輸出港が大きく転換し
た69）。
輸出港が長崎港から神戸港へ移行した理由をまとめてお
く。明治後期になると，長崎県のスルメが神戸港へ流れるよ
うになったが，明治37年の時点では，対馬が豊漁で，長崎港
の倉庫が一杯になり，船便が少ないこともあって価格が下落
したのに対し，神戸港や横浜港はそれぞれの産地（隠岐や北
海道）が不漁で，品薄になり，価格が高騰したといった地域
の豊凶差によるものであった。
明治末になると，貿易港や集散地としての機能やサービス，
利便性の差となって現れてくる。対馬や壱岐からスルメを送
るには長崎港の方が近くて安いのは変わりないが，それにも
増して長崎港は日本の最西端にあって物産が少なく，交通機
関（鉄道）も少なければ中国向けの船便（海産物輸送用）も
少ない（２～３日に１回）。それで次の船便まで倉庫に入れ
ておかねばならず（倉庫料が必要），船賃も高い。荷為替は
片為替でその取り組みに不便であった。
他方，神戸港は鉄道の便，船便（１日３回）も多く，港湾
機能も整っていて回送後直ちに船積みできるし，船賃の割引
もある。また，神戸港は輸出用だけでなく，国内各地への輸
送の便もある。さらに，神戸港には海産物貿易商が57軒もあ
って，荷主に対するサービス（金融を含めて）が高い。スル
メの国内消費は，明治末に阪神地方で一番スルメ，とくに磨
スルメの需要が増加し，価格が上昇したので，壱岐，対馬で
は一番スルメはすべて磨スルメとして，同地方に仕向けたほ
どである70）。
壱岐では，明治40年頃から神戸港へ輸送するようになり。
42年では長崎港向けが６割，神戸港向けが４割となった。ま
た，明治40年頃から東京，大阪方面に生イカの出荷が試みら
れている71）。
表４－５は，明治末以降の長崎港からのスルメ輸出高をみ
たものである。大正末までの期間について記すと，明治末か
ら第一次大戦まで1,500～2,500トンで推移している。金額は，
単価が低迷して伸びず，65～105万円である。しかし，第一
次大戦後の大正８～11年は輸出量が激減して500トンにまで
低下するが，単価が反騰するという異常年となった。それは，
大戦後の中国における反日運動の影響である。大正末には輸
出高はかなり回復したが，それでも戦前水準にはならなかっ
た。
表４－４で長崎県のスルメ生産高をみたが，長崎港からの
輸出高と比較すると，第一次大戦前は，長崎県のスルメ生産
高は長崎港からのスルメ輸出高より少ないことが多かったの
に，第一次大戦中は長崎県の生産高の方が多くなり，長崎県
のスルメの一部が他港から輸出されたか，国内消費にまわっ
たことになる。第一次大戦後は，長崎県の生産高が長崎港か
らの輸出高の２～４倍にもなり，長崎港への依存度が急速に
低下している。
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Ⅴ．昭和戦前期－縮小期－
１．イカ漁業
１）イカ漁業の概況
表５－１は，昭和戦前期の長崎県のイカの漁獲高とスルメ
生産高を示したものである。昭和戦前期の統計は，大正期と
比べて，市郡別はなく県一本であり，イカやスルメの種類も
区分していない。また，昭和10年代の統計も断片的である。
イカの漁獲量は大正期と比べて大幅に減少し，2.200～
4,800トン，金額では40～80万円となった。貫あたりの価格
は55～75銭で，昭和恐慌期に低落するもののその他の時期は
比較的高水準を保っている。太平洋戦争中はイカの漁獲量も
低下したとみられる。
スルメ生産高は昭和11年までは550～1,300トン，金額にし
て40～110万円で，これも大正期，とくに大正後期に比べる
と半分以下となった。スルメの単価は貫あたり２円20銭～３
円60銭で，大正期より低下した。製造量が減少したのに価格
が低下したことは，主要市場の中国向け輸出が縮小したこと
を示す。とくに昭和恐慌期にイカの漁獲高もスルメ製造高も
低下している。
昭和12～15年はイカの漁獲量，スルメ生産高，単価は昭和
戦前期のピークとなった。昭和14年からは，イカ製品（ほと
んど全部がスルメ）の検査数量で示しているが，太平洋戦争
中に検査数量は激減している。生産量も同様な傾向を辿った
ものと思われる。
長崎県のスルメ生産高が全国に占める割合（金額）は，昭
和元～９年は５～10％であった。とくに昭和４～８年は５～
６％と低かったが，10～12年は12～20％と復調した。全国割
合が上下するのは，長崎県と全国のイカの漁獲量やスルメの
生産量の動向が一致していないためである。
壱岐では，イカはイワシやブリに次ぐ重要魚種で，昭和３
～７年のイカの漁獲量は268～364トン，金額で６～７万円，
スルメ生産高は48～77トン，５～９万円である。イカもスル
メも昭和恐慌期に価格が低下している72）。イカの漁獲量とス
ルメ生産量の割合は２割前後に落ちており，生鮮出荷が増え
ている。金額的にもイカの漁獲金額がスルメ生産額を上回っ
ている。こうした事態は，昭和恐慌期の輸出不振の影響とみ
られる。
イカ釣り漁業での大きな変化は，漁船の動力化と電気集魚
灯の普及である。漁船の動力化は，昭和恐慌期にイカ釣り漁
船にも及んだ。近海の日帰り操業とはいえ，いくらか漁場の
拡大，沖合化が進展する。昭和10年末の長崎県の動力漁船は
2,151隻となったが，そのうちイカ釣り漁船は413隻，全体の
19％となった。かなりの普及率であるが，イカ釣り漁船の動
力化は地域性が著しい。
イカ釣り動力漁船があるのは北松浦郡，南高来郡，壱岐郡，
下県郡，上県郡で，とくに下県郡と上県郡（対馬）に多い。
北松浦郡，南高来郡，壱岐郡は11～19隻で，それぞれの郡の
動力漁船全体の数％に過ぎないのに対し，上県郡は全動力漁
船の41％にあたる62隻が，下県郡は80％にあたる295隻がイ
カ釣り動力漁船である。上県郡では峰村，琴村，下県郡では
仁位村，厳原町，船越村，鶏知村にイカ釣り動力漁船が多い。
イカ釣り動力漁船は，一般に５トン未満，３～10馬力のもの
表４－５ 長崎港のスルメ輸出高の推移
資料：各年次『長崎県統計書』
表５－１ 長崎県のイカ漁獲高とスルメ生産高の推移
資料：各年次『長崎県統計書』他。
注：昭和14年以降のスルメ生産高の欄は，イカ製品検査数量で，資料は
『昭和23年度長崎県水産製品検査年報』（長崎県水産部）による。
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で（重油使用と軽油使用が半々），船体・機関を含めた建造
費は400～600円である73）。
集魚灯は，昭和初期から電気集魚灯が普及していった。電
気集魚灯は，大正後期に長崎県水産試験場でも実用試験をし
ている。電灯をつけるための小型発電装置を集魚灯として使
用したものである。電気集魚灯は漁船の動力化と一体になっ
て普及する74）。
２）入漁とイカ漁業の経営
明治維新後，おびただしい数の漁民が対馬に入島したこと
は前述した通りである。とくに，広島県や島根県からのイカ
釣り業者は東岸の泉から鴨居瀬までの間に密集し，唐舟志，
琴，一重，志多賀，塩濱一帯はこれら移住者の根拠地となっ
た。とはいっても，地元民は一緒に住むことを好まず，寄留
者に重い負担を課した。
鴨居瀬では，仲買人，スルメ製造人は借地して製造場を建
て，イカ釣り漁船を自由に誘致することができる（ただし，
島根県船は１人８隻以内）が，島原船は１隻（２人乗り以下）
につき半期ごとに１円20銭，島根県船は毎月80銭を煙草料と
して土地の貸付人に支払う，イカ肥料および下肥は貸付人の
権利とする（納屋を作り，そこに肥料を貯めておく義務），
といった負担を課している。寄留者たちの集落が作られ，そ
こでは生活形態も違っていた。
対馬に移住したのは広島県人が多い。イカを主として移住
したが，タイ，ブリ延縄や一本釣りも多い。東海岸ではスル
メ製造人が多い。漁民は季節的出漁であったが，スルメ製造
人は施設が必要になるので定住した。
５～８月はケンサキイカが対象で，海岸近くで釣る。竹ス
ッテを用いる。竹のところにイワシを巻きつけて釣ることが
あった。イカを集めるためにモドシ（イカの皮を剥いて海に
投げ込む）を使うことがあり，イカが寄ってくるとそこをタ
モで掬う。漁法としては明治中期のそれと変わっていない。
８～９月からはスルメイカを対象とする。鉛スッテで明る
いうちから釣りはじめ，日が暮れて釣れなくなると，ランプ
をつけてダマシを使う。入漁船はこの季節にやってくる。漁
場はやや沖合となる。冬期はブドウイカを海岸近くで釣
る75）。
昭和10年頃の対馬・鶏知村におけるイカ漁業の状況をみて
いこう。村内には11の漁業組合があって，雉知村漁業組合の
組合員は85人と少数である。しかも，地元出身はわずか３人
で，他は大分県，広島県，愛媛県，福岡県などからの移住者
で占められている。組合員は漁業専業で，一本釣りおよび延
縄に従事している。動力漁船は41隻で，うち大型（８～10馬
力）が15隻，小型（３～５馬力）が26隻，無動力漁船は31隻
である。大型動力船はタイ延縄，小型動力船と無動力船はイ
カ，その他の一本釣りに従事する。
大型動力船は，５人が乗り，９～３月はタイ・ブリ延縄，
その他の時期はイカ釣りをした。起業費（営業資本）は漁
船・機関（10馬力）が1,300円，漁具80円の1,380円である。
収入は，延縄が2,000円，イカが1,500円の3,500円。支出は重
油などの消耗品が300円，餌料が150円，食料が360円，船
体・機関修繕費が150円，漁具補充費が60円の1,020円で，収
益は2,480円である。分配方法は，水揚げ高から船歩として
15～20％を控除し，さらに諸経費を差し引いた残額を漁具を
１人前とし，乗組員平等に分配する。
小型動力船によって延縄とイカ釣りを兼業するものは約
1,500円の収入である。延縄をせずに，一本釣りだけの小型
動力船，無動力船の収入は500～1,000円と見込まれる。大正
期に比べると，物価上昇もあって，経済規模が10倍近くに拡
大している。
同地区のスルメ加工は1,500円と少ない。問屋の加工によ
るもので，自家製造は問屋から仕込みを受けていない少数者
に限られる。スルメの共同入札を開始したが，歓迎されなか
った。というのは，問屋に売り渡せば，乾燥が不十分のもの
でも引き受けてくれるが，共同入札ではそうはいかないとい
うのである76）。
２．スルメの生産と製品検査
昭和13年現在，水産製品の検査事業を行っているのは，対
馬水産組合（明治36年設立）と長崎県水産会（大正13年設立）
だけである。長崎県水産会の水産製品検査は輸出向け海産物
である77）。
輸出海産物の検査事業は，明治36年に長崎県水産組合連合
会が結成されるや実施され，大正３年度から県の助成金を受
けている（製造，荷造りの優良なものに奨励金を交付する）。
検査項目は，スルメの長さ，形状，色沢，結束，乾燥である。
結束は大小を選別して10枚，または20枚ごとに束ね，荷造り
は一番スルメと二番スルメは200斤，または230斤入りの筵包，
ブドウスルメは150斤入りの箱詰めで筵で包むことになって
いる。
昭和２年７月から県水産組合連合会の検査事業は長崎県水
産会の手に移った。農林省は，その事業に対し，毎年，助成
金を交付している78）。
大正末頃より漁業組合が水産製品の共同販売に付帯して検
査を行い，その後，北松浦郡水産会，対馬水産組合もこれを
施行した。しかし，民間団体の行なう検査は，情実やその他
の弊害に陥りやすく，十分な成果をあげられず，取引の円滑
化をはかるうえで，統一した検査制度を行うのが効果的であ
るとして，長崎県は他府県に先駆けて昭和９年６月に長崎県
水産製品検査規則を公布し，イワシ製品で適用された。スル
メが検査品目になったのは昭和13年５月から，そして県下全
市町村が対象となったのは昭和17年２月のことである79）。
昭和10年頃のスルメの輸出に至るルートをみると，産地仲
買人は漁業者・製造人へ仕込みをし，製造せしめて長崎港の
荷受け問屋（貿易商）に回送し，委託販売を行う。貨物輸送
の際には，たいてい８掛けの荷為替を組み，残額は売り上げ
後に決済する。ただし，取引が頻繁で相互の信用が確実な場
合は売り上げ後に清算する。
費用はすべて荷主負担で，荷受け問屋が立て替え，売上代
金から差し引く。問屋の手数料は売上高の５％以内であるが，
常に取引している荷主には歩戻しがあって，３％位になる。
しかし，近年，委託販売が減少したので，問屋は産地で買い
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付けたり，荷主の指し値指定で引き受けることがある。
荷受け問屋によるスルメの直輸出は行なわれておらず，在
留中国商との取引が続いた。中国商との取引は現物取引が主
で，時に先物取引がある。中国商は本国からの注文あるいは
委託により，毎日，荷受け問屋をまわって貨物の有無を確か
め，商談に入る。その方法も，見本売買，総見売買，荷印売
買の３通りがある。荷印売買は，長崎県水産会の鑑査証があ
るものが主である。特別の場合を除き，契約書の作成や手付
け金などはない。
貨物が中国商館に運び込まれるとそこで重量を計り，引き
渡しをする。中国商は看貫料（計量手数料）として買い受け
高の0.8％を徴収する。これは，従来，見本と称して不当な
数量を強要することがあったので，この方式に切り替えられ
た。
代金の支払いは，現金払い，延べ払い，勘定日払いの３通
りがあったが，延べ払いが普通である。１週間ないし15日の
定めだが，時に20日以上にわたることがあった。勘定日払い
は，中国商から大豆，豆粕，綿花などを買った場合，差し引
き決済するものであるが，輸入貨物は日本人貿易商が取り扱
うようになったので，この方法はとられなくなった。
長崎港における海産物貿易は，一般貿易の不況の影響もあ
って，著しく衰微した。貿易の中心は神戸港に移り，中国商
も神戸に転居して，その数は往時の半数以下となった80）。長
崎港でのスルメの輸出ルート，取引方法は旧態然としている
が，主な中国商が神戸に去って，昔日の面影をなくしてい
る。
３．スルメの輸出
昭和戦前期の全国のスルメ生産量は１～２万トン余である
が，昭和10～12年と17～20年は１万トンを割り込んだ。昭和
17～20年は，太平洋戦争による労働力，漁業用資材の不足，
スルメの中国輸出が断絶した影響である。
全国のスルメの輸出高は，昭和元年の700万円から昭和恐
慌期の７年には110万円に惨落した。昭和９年には370万円に
やや持ち直すが，その後再び低落して13年には100万円を割
り込んだ。昭和14～15年は価格が急騰して880万円を記録す
るが，17年から輸出はほぼ断絶する。この間，昭和恐慌期を
除いて単価は上昇を続けている。輸出先は香港および中国が
圧倒的に多いが，海峡植民地（シンガポールが中心）への輸
出が高まり，昭和13・14年頃から関東州向けが多くなっ
た81）。
日中関係をみると，昭和５年１月の金輸出解禁で為替相場
が高騰し，反対に銀塊相場が低落した。それは中国の購買力
の低下を意味するが，中国は貿易収入の低下を補うために関
税を引き上げた。昭和６年12月に金輸出の再禁止が行われ，
為替相場が急落して輸出に有利となったが，世界不況で購買
力が低下したし，各国は輸入制限と関税の引き上げを行って
いる82）。
他方，昭和６年９月の満州事変，７年１月の上海事変，12
年７月の日中戦争によって日貨排斥運動は激しさを増し
た83）。戦役も中国一帯に広がって，日貨排斥はスルメにも及
んでいる。
表４－５に戻って，長崎港のスルメ輸出高をみると，昭和
初期に激減していることがわかる。とくに昭和6・７年は昭
和恐慌と満州事変によって極端に減少し，価格は大正期より
も低下している。その後，一時的に輸出高は回復傾向にあっ
たが，日中戦争の勃発で再び縮小した。
昭和２年度の長崎港からのスルメ輸出高は，神戸港の20分
１，函館港の４分１に過ぎない。昭和４年頃，長崎港からの
海産物輸出はわずかに上海向けがあるだけで，その種類も冷
蔵，冷凍ものが大部分を占め，次いでナマコ，スルメ，フカ
ヒレなどである。上海向けは定期航路があるものの船腹，時
間の関係で長崎港から積み出しがたい時，あるいは上海以外
に輸出する場合は門司まで鉄道便で送り，門司から海外航路
に積み込んでいる。長崎付近の海産物の３分１はこの方法に
よっている84）。
昭和に入ってスルメの輸出が減少したのは，長崎港だけで
なく，他港も同じだが，長崎港の減少が著しく，長崎港の占
める割合は低下した。昭和３～12年の期間，長崎港がスルメ
輸出高全体に占める割合（金額）は２～12％であり，とくに
昭和恐慌期の昭和５～９年は２～４％にまで低下した85）。
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58）『対馬現勢一覧』（稲垣弘報堂，大正７年11月）10～12ペ
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治43年９月）15～16ページ。
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74）前掲『集魚灯ーその理論と実際ー』80～82ページ
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（水産庁，昭和33年）141，148～150ページ。
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産新報社，昭和７年）260～263ページ
83）満州事変は柳条溝事件によって開始され，昭和７年３月
に「満州国」を建国した。上海事変は，日本軍が「満州
国」の創設工作を世界の注目からそらし，抗日運動を弾
圧するために上海占領を目指したものだが，失敗に終わ
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